
 

令和３年第３回 区づくり推進横浜市会議員会議 次第 

 

日 時 令和３年９月７日（火）  
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３ 議題 

（１）令和２年度旭区個性ある区づくり推進費の決算について 

 【副区長】 

  

（２）令和３年度旭区個性ある区づくり推進費の執行状況について 

                          【副区長】 

 

（３）令和４年度予算編成に向けて【副区長】         
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  第４期旭区地域福祉保健計画について【福祉保健課】 
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～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～
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（単位：円）

予算額 決算額 差引 執行率

103,506,000 94,414,654 9,091,346 91.2%

728,480,000 715,804,588 12,675,412 98.3%

26,705,000 25,314,277 1,390,723 94.8%

24,080,000 21,344,830 2,735,170 88.6%

677,695,000 669,145,481 8,549,519 98.7%

831,986,000 810,219,242 21,766,758 97.4%

（単位：円）

予算額 決算額 差引 執行率

魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化でつながるまち 35,036,000 29,009,643 6,026,357 82.8%

あさひ魅力発見事業 3,416,000 3,035,427 380,573 88.9%

水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業 4,742,000 4,451,125 290,875 93.9%

ＳＤＧｓ未来都市郊外部モデル事業 7,000,000 5,393,565 1,606,435 77.1%

希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 3,000,000 2,474,715 525,285 82.5%

SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 4,000,000 2,918,850 1,081,150 73.0%

安心で安心して暮らせるまち 20,328,000 20,269,547 58,453 99.7%

災害に強い区づくり事業 10,208,000 10,957,733 ▲ 749,733 107.3%

交通安全対策事業 5,596,000 4,990,261 605,739 89.2%

誰もが健康でしあわせな生活を送れるまち 31,104,000 22,687,316 8,416,684 72.9%

子育て支援情報提供事業 4,210,000 4,345,032 ▲ 135,032 103.2%

地域福祉保健計画事業 4,137,000 3,010,775 1,126,225 72.8%

着実な区政運営 10,038,000 17,054,583 ▲ 7,016,583 169.9%

チーム旭で進める満足度向上事業 700,000 383,548 316,452 54.8%

区民に身近で信頼される区役所事業 8,421,000 16,567,727 ▲ 8,146,727 196.7%

103,506,000 94,414,654 9,091,346 91.2%

（単位：円）

予算額 決算額 差引 執行率

26,705,000 25,314,277 1,390,723 94.8%

24,080,000 21,344,830 2,735,170 88.6%

677,695,000 669,145,481 8,549,519 98.7%

728,480,000 715,804,588 12,675,412 98.3%

（単位：円）

予算額 決算額 差引 執行率

6,500,000 6,324,490 175,510 97.3%

4,441,000 3,711,375 729,625 83.6%

10,941,000 10,035,865 905,135 91.7%

区 分

地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業

（２）

合 計

主
な
事
業

合 計

区 分

合 計

区 分

元気な地域づくり推進事業

主
な
事
業

主
な
事
業

（５）

区庁舎・区民利用施設管理費

４　旭区で企画する主な区配事業実績

令和２年度　旭区個性ある区づくり推進費　決算総括説明書

一 般 管 理 費

合 計

２　自主企画事業費執行実績

１　事業区分別実績
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統合事業費
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統合事務費
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（４）
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な
事
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（３）

３　一般管理費執行実績
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（単位：千円）

予算額 決算額 執行率 課　　名

Ⅰ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化でつながるまち

1 旭区広報事業 2,006 2,772 138.2% 区政推進課

2 区政運営推進費 3,200 2,563 80.1% 区政推進課

3 あさひ魅力発見事業 3,416 3,035 88.8%
区政推進課
地域振興課

4 商店街振興事業 300 462 154.0% 地域振興課

5 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 722 586 81.2% 地域振興課

6 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業 4,742 4,451 93.9%
区政推進課
地域振興課

7 自治会町内会活動支援事業 3,811 2,860 75.0% 地域振興課

8 旭ふれあい区民まつり 3,300 3,830 116.1% 地域振興課

9 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 1,080 987 91.4% 地域振興課

10 街の美化運動事業 704 568 80.7% 地域振興課

11 区民スポーツ事業 4,673 3,267 69.9% 地域振興課

12 文化芸術による心の豊かさ推進事業 5,792 2,356 40.7% 地域振興課

13 「みなくる」自主事業活動費 990 971 98.1% 地域振興課

14 読書活動推進事業 300 300 100.0% 地域振興課

Ⅱ　ＳＤＧｓ未来都市郊外部モデル事業

1 希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 3,000 2,475 82.5% 区政推進課

2 SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 4,000 2,919 73.0% 区政推進課

1 災害に強い区づくり事業 10,208 10,958 107.3%
総務課

地域振興課
土木事務所

2 地域安全安心普及推進事業 3,869 3,478 89.9% 地域振興課

3 交通安全対策事業 5,596 4,990 89.2% 地域振興課

4 安全で安心な食と生活環境支援事業 655 844 128.9% 生活衛生課

Ⅳ　誰もが健康でしあわせな生活を送れるまち

１ 青少年健全育成事業 593 25 4.2% 地域振興課

2 子育て支援情報提供事業 4,210 4,345 103.2% こども家庭支援課

3 子育て・若者支援事業 3,487 2,719 78.0% こども家庭支援課

4 保育所地域子育て支援事業 6,126 3,564 58.2% こども家庭支援課

5 地域福祉保健計画事業 4,137 3,011 72.8% 福祉保健課

6 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 2,780 1,737 62.5% 福祉保健課

7 健康生活支援事業 3,707 1,893 51.1% 福祉保健課

8 旭ウォーキングムーブメント創生事業 1,244 1,219 98.0% 福祉保健課

9 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 1,197 1,131 94.5% 高齢・障害支援課

10 高齢者生きがいづくり支援事業 245 207 84.5% 高齢・障害支援課

11 障害者ネットワーク推進事業 2,026 1,643 81.1% 高齢・障害支援課

12 ＤＶ対策事業 852 886 104.0% こども家庭支援課

13 旭区生活困窮者自立支援　若年層向け広報啓発事業 500 307 61.4% 生活支援課

Ⅴ　着実な区政運営

1 チーム旭で進める満足度向上事業 700 384 54.9% 総務課

2 一時託児サービス事業 917 103 11.2% 総務課

3 区民に身近で信頼される区役所事業 8,421 16,568 196.7% 総務課

合　計 103,506 94,414 91.2%

事 業 別 一 覧 表

事業名

Ⅲ　安全で安心して暮らせるまち

令和2年度　旭区個性ある区づくり推進費　決算総括説明書

自

主

企

画

事

業

新
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（単位：千円）

予算額 執行額 執行率 課　　名

26,705 25,314 94.8% 総務課

1 広報よこはま旭区版発行事業 9,015 7,200 79.9% 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,038 2,100 103.0% 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,860 1,370 73.7% 地域振興課

4 消費生活推進事業 735 530 72.1% 地域振興課

5 緊急時情報システム運用事業 882 812 92.1% 総務課

6 スポーツ推進委員支援費 2,278 2,278 100.0% 地域振興課

7 青少年指導員事業 5,262 5,062 96.2% 地域振興課

8 学校・家庭・地域連携事業 1,830 1,823 99.6% こども家庭支援課

9 健康づくり月間 180 169 93.9% 福祉保健課

合　計 50,785 46,658 91.9%

予算額 執行額 執行率 課　　名

677,695 669,145 98.7%
総務課

地域振興課
土木事務所

予算額 執行額 執行率 課　　名

1 地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業 6,500 6,325 97.3% 区政推進課

2 元気な地域づくり推進事業 4,441 3,711 83.6%
区政推進課
地域振興課

他

10,941 10,036 91.7%

事業名

Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

(1) 統合事務費

事業名

合　計

Ⅷ

旭
区
で
企
画
す
る

主
な
区
配
事
業

Ⅵ

統
合
事
務
事
業
費

(

2

)

統
合
事
業
費

事業名
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(単位：千円）

(単位：千円）

不用になった項目 追加でかかった項目

旭ふれあい区民まつり 従来の区民まつりの開催中止
ASAHIオンラインフェスティバル2020の
開催

区民スポーツ事業
旭区大なわとび大会事業の中止
旭区民スポーツ祭事業の中止

文化芸術による心の豊
かさ推進事業

文化芸術活動支援事業の対象イベントの中止

保育所地域子育て支援 インターンシップ事業及びイベントの中止 研修代替としての書籍購入等

地域のつながりづくり
に向けた民生委員の活
動支援事業

ジュニアボランティア体験事業の中止等
新型コロナウイルス感染症対策費
（民生委員用フェイスシールド購入等）

区民に身近で信頼され
る区役所事業

新型コロナウイルス感染症対策費
（アルコール・アクリル板の購入、オンライ
ン会議環境整備等）

令和２年度自主企画事業費決算　新型コロナウイルス感染症影響額

＜影響のあった主な事業＞

事業名
不用になった経費

影響額

追加でかかった経費

3,300 3,830

8,249

1,370

3,426

1,679 236

2,519 304

影響額

不用になった経費 追加でかかった経費

20,980 18,472
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Ⅰ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化でつながるまち

１　Web広報事業【予算：404　決算：1,289　差引：▲885】

・「広報よこはま あさひ区版」WEB版、旭区役所ツイッターで市・区等の

行政情報を掲載

・コロナ禍における区民の情報発信力向上の支援のため、動画等撮影機材を

区民文化センターにて無料貸出

〔期間〕２年９月～３年２月 〔利用件数〕５か月で３３件の利用

〔主な利用目的〕オンライン講座･発表会の撮影、動画投稿サイトへの投稿

２　旭区区民生活･防災マップ発行事業【予算:1,602 決算:1,483 差引:119】

・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため「旭区区民生活･

防災マップ」を２年分28,000部作成（隔年発行）

Ⅰ－１ 区政推進課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

2,006 千円 2,772 千円 ▲766 千円 138.2%

旭区広報事業

・ツイッター １日平均１投稿
指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指標・目標

・タイムリーな情報をツイッターで発信
・区役所、二俣川駅行政サービスコーナー、区内地区センターで28,000部配布

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

執 行 内 容
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１　区運営方針の広報等【予算：775　決算：718　差引：57】

・運営方針・主要事業について、広報あさひ区版や区ホームページへの

　掲載、地域での説明等による周知・広報

２　  まちづくり調整（総合行政の推進）

【予算：2,425　決算：1,845　差引：580】

・転入者アンケート調査の集計・分析

【参考】転入者の傾向等を把握するため、転入者アンケート調査を実施

　　実施期間：２年３月～５月

　　項目：お住まいの最寄り駅や所要時間、通勤・通学先の最寄り駅、

　　　　　引っ越しのきっかけ、旭区の魅力、旭区との関わり　など

・SDGsに関する広報啓発

・旭区SDGs特設サイトの開設、地域の取組をPRする動画の制作

・旭区SDGsバッジの作成

・広報あさひ区版SDGs特集

執 行 内 容

事 業 達 成
指標・目標

・広報あさひ区版６月号において、運営方針及び区内主要事業紹介を掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約100,000部発行
・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月～６月
・地区連合定例会等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合
・転入者アンケートを実施　３月～５月
・転入者アンケートの分析、旭区の特性や魅力を集積・整理　６月～９月

関連事業
ウェルカムガイド「ASAHI　Style」の作成
《旭区魅力・ライフスタイル等発信事業》

区政運営推進費

指標目標に
対する成果

・広報あさひ区版６月号で運営方針を掲載　約100,000部発行
・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月
・地区連合定例会等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合
・転入者アンケート調査の実施（３～５月）、集計・分析（７～12月）
・SDGs特設サイトの開設　11月
・広報あさひ区版　SDGs特集の掲載　12月

事 業 概 要

　区が取り組んでいく事業等について、運営方針・主要事業としてまとめ、区
民の皆様へ情報提供を行います。
　また、転入者アンケート調査結果を踏まえ、旭区の特性や魅力を集積・整理
します。さらに、SDGｓに関する広報啓発を実施します。

Ⅰ－２ 区政推進課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,200 千円 2,563 千円 637 千円 80.1%

拡
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１　あさひの逸品事業（区政推進課、地域振興課）

【予算：940　決算：1,018　差引：▲78】

・「あさひの逸品」のＰＲ

　あさひの逸品キャンペーンの実施、区ホームページの活用

２　　　旭区魅力・ライフスタイル等発信事業（区政推進課）

【予算：1,000　決算：671　差引：329】

・相鉄線沿線区（保土ケ谷区、泉区、瀬谷区）と相模鉄道（株）、

　横浜FCと連携し、４区の魅力を発信する動画を制作

・転入者アンケート調査を参考に、引っ越し検討者へ旭区の魅力を

　伝えるウェルカムガイド「ASAHI　Style」を作成し、配布

【参考】

・こども自然公園の魅力向上に向けたパークマネジメントプラン策定

の検討（Park-ＰＦＩなどの公民連携手法の検討を含む）

３　　　きらっとあさひ地域支援事業 SDGs取組枠補助金

　　　（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）

【予算：300　決算：200　差引：100】

・地域課題の解決に向けて、SDGsの目標を事業目標に掲げて活動し、

　事業展開を通じてSDGsの広報啓発を効果的に発信できる地域活動

　団体に対し、補助金を交付（ただし、旭区きらっとあさひ地域

　支援補助金の交付を受けている団体に限定）

（２年度交付事業：２事業）

・SDGsをテーマにした講演会の実施

・地球温暖化防止等環境問題をテーマにしたワークショップ等の開催

事 業 概 要

　「あさひの逸品」認定商品のＰＲ、文化・観光スポットの整備・発信を
行うことで、旭区の魅力発見や愛着度向上及び経済活性化を目指します。
　また、主に子育て世代に向けた区の魅力発信を実施し、定住人口の獲得
を目指すとともに、地域のＳＤＧｓの取組を支援します。

執 行 内 容

関連事業
転入者アンケート調査　集計・分析
《区政運営推進費（まちづくり調整（総合行政の推
進））》

3,035 千円 381 千円 88.8%

Ⅰ－３
区政推進課
地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,416 千円

あさひ魅力発見事業

新

新
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４　あさひ文化観光資源発信事業（地域振興課）【一部中止】

【予算：616　決算：229　差引：▲387】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースで「新・あさひ散歩」掲載コースを

中心に実施

　(1)史跡・標柱

　標柱に設置したQRコード（令和元年度から設置）からより詳しい

　史跡情報、区内見どころを発信できるようにホームページ等を充実

QRコード整備：19か所（予定：16か所）

　(2)ウォーキング事業【中止】

・ウォーキングイベントの中止による、あさひ散歩ウォーキングマップ

作成支援の見送り

・毎月１回開催（７月、８月は休み）：全回中止（10回→0回）

５　旭区グリーンロードの管理等（地域振興課）

【予算：560　決算：917　差引：357】

・案内サイン維持管理（書き換え等）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・あさひの逸品キャンペーンの実施
・プロモーションツールの作成
・ウォーキング事業を実施（年10回）
・ウォーキング参加者の増加

指標目標に対
す る 成 果

Ⅰ－３
区政推進課
地域振興課

執 行 内 容

・あさひの逸品キャンペーンの実施（12/１～１/31）
・「ASAHI　Style」の作成（2,000部）
・魅力発信動画の作成
・ウォーキングイベントは全回中止（10回→0回）

令和２年度予定

あさひ魅力発見事業

令和２年度実績

塗装：10
貼替：10
清掃：10

更新：１
塗装：16
貼替：12
清掃：11

（矢畑・越し巻きの標柱の様子）

拡⼤写真
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１　広報事業【予算：300　決算：462　差引：▲162】

5,000部増刷

 新型コロナウイルス感染症の影響のため中止 （例年２回→０回）

地域振興課 

関連する
主な区配

事業

横浜市商店街活性化イベント助成事業（経済局）

横浜市内の商店街が実施する地域の賑わいを創出するイ
ベントを支援するため、一部費用を助成します。

　・６商店街のPR動画を作成し、区ホームページ等で配信

商店街振興事業 

決算額（B) 差引（A-B) 執行率

300 千円 462 千円 ▲ 162千円 154.0%

商店街ＰＲ動画の作成（６商店街）
指標目標に
対する成果

Ⅰ-４

・特別養護老人ホームに商店街が出張する「わくわく商店街」は

事 業 達 成
指標・目標

事 業 概 要 　旭区の商店街を区民や来街者に広く周知し、商店街振興を推進します。

・区内の商店街の場所、特長、イベント情報の紹介と、「あさひの逸
品」の紹介をあわせた冊子を配布（増刷の見送り）

【実施方法の変更】

執 行 額
予算額（A）

執行内容

冊子「もぐもぐあさひの逸品わ

くわく商店街」(H30年度改訂版)
あさひの朝市に出店

商店街PR動画
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１　地場野菜直売イベント【一部中止】

２　地場野菜の収穫体験イベント【中止】

３　農業体験事業【延期開催】

地産地消を推進するため、地域の情報発信及びＰＲ活動の

経費を配付します。

・区内農産物を周知するため、窓口・イベント等で直売所マップを配布。

・地場野菜直売イベントの開催　７月から開催し、６回実施
・地場野菜の収穫体験　収穫祭（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）
・農業体験事業　４月開始を延期し８月から実施

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地場野菜直売イベントの開催　毎月１回
・地場野菜の収穫体験　実施後アンケートによる満足度80％以上
・農業体験事業実施後アンケートによる満足度80%以上

　　【予算:82千円 決算:19千円 差引:63千円】

　　【予算:568千円 決算:531千円 差引:37千円】

  ・農を身近に感じ、楽しめるコラムを広報よこはま旭区版に計３回掲載
    （８月号:野菜の花クイズ 12月号:野菜の葉クイズ ２月号:野菜パズル）

事 業 概 要
　区庁舎での地場野菜販売、地場野菜の収穫体験イベント、土づくりから栽
培・収穫まで一通り体験ができる農業体験事業を通じて、区内農業を区民に広
く周知し、地産地消を推進します。

執 行 内 容

　・毎月第４木曜日に区役所１階にて、旭区で採れた新鮮な野菜を販売する
　　「あさひの朝市」を実施  （12回→６回）
      （新型コロナウイルス感染症の影響で４月～６月、１月、２月中止）
　　　 （台風のため９月中止）

　・親子で手軽に旭区の農業に触れ、農業を身近に感じる機会を提供する
    ため、年に２回(７月・12月) 「旭ふれあい収穫祭～」を実施。
　  協力：都岡地区恵みの里（新型コロナウイルス感染症の影響で７月、
　　12月中止）

　・野菜作りの初心者を対象に、畑の土づくり・
   種のまき方・肥料 のやり方など、年間を通
   して本格的な野菜づくりを体験できる事業を
   市の土地を利用して実施.

  ・参加数　当初12組(抽選）→8組
　（期間変更に伴い意向確認）
　  体験期間：４月開始から8月開始に変更
　　12月までの間、冬野菜を体験。

関連する
主な区配

事業

・身近に農を感じる地産地消の推進事業（環境創造局）

市の土地を利用した畑の様子

　　【予算:72千円 決算:36千円 差引:36千円】

586 千円 136 千円 81.2%

Ⅰ－５ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

722 千円

旭区の「農」の魅力ＰＲ事業

あさひの朝市の様子
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１　ホタルの舞う里づくり（区政推進課）

【予算：300　決算：106　差引：194】

・専門家の指導のもとホタルの飼育、学習会、鑑賞会、幼虫の放流会等

【令和２年度実績】

※本事業としての開始年度

若葉台地区は新型コロナウイルス感染症の影響のため、２年度は中止

２　ふるさとの川環境学習（区政推進課）

【予算：300　決算：248　差引：52】

・区内小学校の５年生（５校）を対象に、帷子川と環境をテーマとした

　学習会を地域のNPOや企業と協働で、事前撮影した映像を使用し、

　オンライン授業にて実施。

【実績】

・帷子川の生き物の水槽展示（区役所１階）

３　温暖化対策推進（区政推進課）

【予算：201　決算：173　差引：28】

・「楽しくお家でエコ！実践講座」の講義動画を旭区ホームページ上で

動画配信

・旭区地球温暖化対策・３Ｒ夢推進協議会の実施

（新型コロナウイルス感染症の影響で書面開催に変更）

【参考】主な温暖化対策取組実績

・公用車としてFCV（燃料電池自動車）、EV（電気自動車）を使用

・太陽光パネルの設置

鶴ケ峰地域ケアプラザ、笹野台地域ケアプラザ、旧若葉台西中学校等

約480人

元年度 ２年度

55

約300人

6 56

実施地区 実施主体 ※開始時期 ホタルの種類 飛翔の有無

旭北
旭北地区連合自治会、上白根町内
会、上白根小学校 令和２年 ゲンジ 有

区政推進課
地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

4,742 千円 4,451 千円 291 千円 93.9%

Ⅰ－６  水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業

27年度

約600人

28年度

事 業 概 要
水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策に貢献する暮らしを
推進して、「ふるさと旭」の魅力を高めます。また花いっぱい事業を通して魅
力あるきれいな街づくりを推進します。

執 行 内 容

を実施。２年度は新たに旭北地区で実施。

約350人対象人数

実施年度 29年度

約430人

30年度

約400人

実施校数 7
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４　緑のカーテンづくり推進（区政推進課）

　　　【予算：636　決算：619　差引：17】

・緑のカーテン栽培講座を実施

　（新型コロナウイルス感染症の影響で中止、栽培の材料を郵送）

・民間保育園、幼稚園、認定こども園における緑のカーテン用資材の提供

・市立保育園・小中学校での緑の創出・育成事業(環境創造局)

市立小・中学校に緑のカーテン用資材を提供

・公共施設・公有地での緑の創出・育成事業（環境創造局）

旭区総合庁舎へ緑のカーテンを設置

５　　 花いっぱい事業（地域振興課）【実施方法の変更】

　　　【予算：3,305　決算：3,305　差引：0】

・ふるさと尾根道緑道（ウォーキングコース内）における花壇新設

・自治会町内会等に対し、年２回花苗を配付

（新型コロナウイルス感染症の影響で春の配布を秋へ延期）

・配付した花苗を活用し、意欲的に地域課題の解決に取り組んでいる自治会

　町内会等を表彰

・区役所・空閑地や公園等の緑化を推進

区役所花壇の手入れの様子 ふるさと尾根道緑道の花壇

（造園業者：１社　社会福祉法人：１団体）

・街の美化運動事業

・クリーンタウン横浜事業

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]における緑化推進事業

公共施設における緑の創出・育成支援

・ホタルの自生を目指す地区　２地区

・帷子川環境学習を実施　５校

・「楽しくお家でエコ！実践講座」の動画公開　４本

・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　32園

・ホタルの自生を目指す地区　２地区
・帷子川環境学習を実施　５校
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の実施　７回（4～8月は中止）
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　30園

関連事業

（区民によるボランティア）

 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業

指標目標に対
す る 成 果

Ⅰ－６
区政推進課
地域振興課

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

関連する
主な区配
事業

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

（環境創造局）

拡
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１　地域活動のつどい【予算：180　決算：179　差引：1】

・自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象に功労者を決定

・各連合自治会町内会長より推薦され対象となった方へ感謝状と記念品を贈呈

・２年度は自治会町内会長感謝会と同日開催（３/10）

（例年は12月の区連会開催日に表彰式を実施）

２　自治会町内会長感謝会【予算：1,126　決算：365　差引：761】

・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年在職者

を表彰

※10年以上の会長は市長表彰（２年度は中止）

・２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の

影響から感謝会を中止し、表彰式

のみ実施（3/10）

・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に配送

４　加入促進のＰＲ【予算：400　決算：371　差引：29】

・加入促進広告等による自治会町内会への加入促進

自治会町内会が行う公益的な事務・事業に要する経費の

一部を補助

自治会・町内会館の整備に関する費用の一部を補助

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・自治会町内会活動の活性化
・自治会町内会との円滑な連携関係の形成

事 業 概 要

　一定の地域に住む住民によって組織され、住民相互の親睦や地域の諸課題を一
緒に解決し、明るく住みやすい街づくりを目指す自主的民主的な任意団体である
自治会町内会との円滑な連携関係の構築を図るとともに、自治会町内会活動のPR
等を通じた活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

・地域活動推進費補助金（市民局）

・自治会町内会館整備費補助事業（市民局）

・現況届提出済み232団体／236団体

３  自治会への依頼物品配送費【予算：2,105　決算：1,945　差引：160】

Ⅰ－７ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,811 千円 2,860 千円 951 千円 75.0%

自治会町内会活動支援事業

（加入促進広告）

(３/10 旭区自治会町内会長表彰式）

(未加入者向け加入促進グッズ)
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旭ふれあい区民まつり 【開催方法の変更】

　　【予算：3,300　決算：3,830　差引：▲530】

「ASAHIオンラインフェスティバル2020」として開催

・協賛金：42団体

・出演団体

団体発表出演団体：39団体

団体ＰＲ出演団体：42団体

リモート合唱出演団体：45組

商店街PR動画出演団体：６団体

【参考】元年度

・旭ふれあい区民まつり実行委員会に対し、補助金を交付

・10/20に開催し、５万５千人が来場

ひつじのショーン出演イベント等50周年特別企画を実施

協賛金：110万円(50周年記念事業に対する協賛金の一部)

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・来場者数　55,000人以上
・一般模擬店コーナー出店団体数　40団体以上

団体発表出演団体：39団体、団体ＰＲ出演団体：42団体、リモート合
唱出演団体：45組、商店街PR動画出演団体：６団体
動画総視聴数　  　 277,741回(フェスティバル期間13,036回)

場所：鎧の渡し緑道、鶴ヶ峰公園、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車場、
　　　旭区役所、旭公会堂等

執 行 内 容

　　一般模擬店出店団体：37、団体ＰＲ出店団体：41団体

  ミニ商店街出店団体：14団体、フリーマーケット出店団体：30団体

内容：ステージイベント、他都市物産展、模擬店コーナー、健康フェ
ア、団体ＰＲコーナー、体験コーナー、フリーマーケット、リサイクル
フェア、ミニ商店街、屋外ステージ、あさひくんコーナー等

・特設サイト（12/18～３/21）
　動画総視聴数 277,741回（～３/21）
　(フェスティバル期間13,036回)

Ⅰ－８ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,300 千円 3,830 千円 ▲530 千円 116.1%

旭ふれあい区民まつり

事 業 概 要
　旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、区民や公益的団体の活動ＰＲの
場を提供し、区民とのふれあいや旭区の魅力の発信、ふるさと意識の高
揚をはかります。

・２年度は12/18から12/26にWEB上で、

（団体発表） （団体PR）
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１　着ぐるみや画像データの貸出事業【一部中止】

・貸出　年間120件

【予算：880  決算：918   差引：▲38】

　旭区マスコットキャラクター「あさひくん」を通じ、区民が旭区に愛着
を持ち、旭区と区民のつながりを深めるとともに地域の活性化、旭区の魅
力を再発見していただくきっかけづくりとなるよう、「あさひくん」を活
用します。
また、「あさひくん」を区内外に広め、旭区の魅力発信の一端を担うとと
もに、旭区への関心の高まりに寄与します。

執 行 内 容

 【予算：200  決算：69　差引：131】

２　記念品・普及啓発物品作成事業　

・「あさひくん」啓発物品などの作成・新規イラスト作成を支援
・ホームページ等での広報を実施

・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出
・新型コロナウイルス感染症予防のため、着ぐるみ貸出停止
　（４/24～10/４）
・新型コロナウイルス感染症対策を講じ貸出再開（10/５～）
・着ぐるみ修繕及びクリーニングを実施

 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業

・画像貸出39件、着ぐるみ貸出９件

Ⅰ－９ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

1,080 千円 987 千円 93 千円 91.4%

指標目標に対
す る 成 果

事 業 概 要

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

折り紙『あさひくんの折り方』をホームページで公開

ASAHIオンラインフェスティバル2020への参加（予告動画）
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１　街の美化清掃【一部中止】【予算：258　決算：287　差引：▲29】

・街の美化推進功労者表彰

あさひ安全・安心フェアにおいて、町の美化活動に寄与した個人・

団体を表彰（９/30）

・美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）の歩道を各月１回地元

町内会、商店街及び区役所職員が協働で清掃を実施（22回→８回）

・ポイ捨て禁止啓発

美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）において、美化推進員

による啓発及び簡易清掃を実施（238回→157回）

２　不法投棄防止対策事業【予算：328　決算：256　差引：72】

・不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの配布

・夜間（21:00～5:00）に不法投棄されないよう、不法投棄の連絡が多い

地区において委託業者によるパトロールを実施（２月～３月）

・不法投棄警報装置維持・管理

警報装置により、夜間の不法投棄者に対して警告を実施

３　土壌混合法普及啓発事業【一部中止】

【予算：54　決算：25　差引：29】

・区役所・公共施設・イベント等で土壌混合法講習会を開催

（年１２回→６回開催）

４　喫煙禁止地区事業【予算：64　決算：0　差引：64】

・喫煙禁止地区（二俣川駅周辺）

新型コロナウイルス感染症の影響で活動自粛したため啓発物品は作成せず。

・花いっぱい事業

(水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業）

・クリーンタウン横浜事業

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業（資源循環局）

・落書き防止活動支援事業（市民局）

落書き対策のため、消去用物品の貸出を実施

Ⅰ-10 地域振興課

執 行 額

街の美化運動事業

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

704 千円 568 千円 136 千円 80.7%

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て・歩きたば
こ防止啓発、不法投棄防止対策を実施することで、清潔できれいな街づ
くりを推進します。

指標目標に対
す る 成 果

執 行 内 容

関連事業

関連する
主な区配

事業

３Ｒ夢啓発のため、広報活動及び啓発物品の配布を実施

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域と協働した清掃活動の実施　22回

・地域と協働した清掃活動の実施　８回
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１　　　旭区民スポーツ祭事業【一部中止】

　　【予算：3,235 決算：1,752 差引：1,483】

・旭区民スポーツ実行委員会において２年度の中止を決定

・次年度以降、感染症対策を踏まえた開催・運営を検討

・旭区民スポーツ祭中止により、あさひボッチャ普及拡大のための

　取組を実施

・用具を購入（ボール、審判セット及びコート作成）し、

　19連合自治会に配布するとともに、区役所で用具貸出を実施

・ルールブックを作成し、区役所で配布するとともに、

　区ホームページにもデータを掲載

２　スポーツ協会事業【予算： 400  決算：400  差引：0】

・旭区スポーツ協会（13部により構成）に補助金を交付し、活動を支援

・各種競技会の企画・運営・実施

・審判・指導者研修会やスポーツ教室を実施

３　旭区大なわとび大会事業【中止】【予算：353 決算：0 差引：353】

・旭区大なわとび大会実行委員会において２年度の開催中止を決定

・次年度以降、感染症対策を踏まえた開催・運営を検討

４　　　その他事務費【予算：685  決算：1,115  差引：▲430】

・夏の猛暑対策のための、テント・ベンチ等を購入

4,673 千円 3,267 千円 1,406 千円 69.9%

Ⅰ－11 地域振興課 

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

区民スポーツ事業 

指標目標に
対する成果

・旭区民スポーツ祭　中止
　代替措置として、ボッチャ普及拡大のための取組を実施
・旭区大なわとび大会　中止

事 業 達 成
指標・目標

スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及び地域の連携
を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域の活性化を図ります。各種
事業はスポーツ推進委員を中心に、地域や旭区スポーツ協会などの関係団体と連携
して運営される、地域に定着したイベントです。

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,000人
・旭区大なわとび大会参加者総数　 1,650人

執 行 内 容

拡

拡
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１　文化芸術活動支援事業【一部中止】

【予算：2,022　決算：475　差引：1,547】

旭区内で実施される文化芸術イベントを支援

・対象事業を公募し、審査を経て支援対象となった事業（14事業）へ、

２　横浜旭ジャズまつり支援事業

【予算：2,000　決算：111　差引：1,889】

※２年度の第31回横浜旭ジャズまつりは、新型コロナウイルス感染症

の影響のため、１年間延期。

・実行委員会議へ参加し、企画・運営支援、

３　旭区文化振興会事業【一部中止】

【予算：1,770　決算：1,770　差引：0】

・２年度は、例年実施している「旭区民文化祭」の規模を縮小し、

「あさひ秋まつり」を実施（５事業を実施）

・ろびーぎゃらりーの環境整備を実施

　旭区民に身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の実現を図るため、
文化芸術活動支援事業、横浜旭ジャズまつり支援事業及び旭区文化振興会事業
を実施します。

・文化事業総来場者数　1,883人

・文化事業総来場者数　20,000人

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

執 行 内 容

・開催に向け実施していた活動については、一部補助を実施

補助金交付決定し、広報支援等を実施　14団体→４団体実施

2,356 千円 3,436 千円 40.7%

Ⅰ-12  地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

5,792 千円

文化芸術による心の豊かさ推進事業
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市民活動支援センター事業【予算：990   決算：971  差引：19】

・団体活動の発展や向上を目指した自主事業の実施

・２年度自主事業

①人材発掘・育成に関する事業

②登録団体支援に関する事業

③生涯学習支援バンク（生涯学習アドバイザー）の支援

④旭区内区民利用施設の連携に関する事業 【中止】

⑤認知度向上に関する事業

指標目標に対
す る 成 果

・アンケートによる各自主事業参加者満足度92％

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要
　区民の自主的な市民活動・生涯学習活動を支援するため、旭区市民活動支援
センター「みなくる」は、地域に根ざした運営を目指し、区民の様々な要望に
応えながら、活動の拠点としての役割を果たしていきます。

執 行 内 容

・アンケート等による各自主事業参加者満足度80％以上

11/2　初めてのＳＮＳ講座の様子 11/13　アンガーマネジメント講座の様子

11/26　薬膳・養生講座の様子 12/3　整理・収納講座の様子

・市民活動・生涯学習に係る相談や団体活動支援に向けた機材貸出し、研修室等の提供

急速なインターネット活用展開を受け「初めてのSNS講座」開催

団体貸出用ロッカーの増設及び施設内掲示物の刷新

アドバイザー名簿を作成し区民利用施設に配布、講師活動の場を提供

おうち時間でリフレッシュ講座（３講座）開催（単年度講座として実施）

971 千円 19 千円 98.1%

Ⅰ－13 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

990 千円

「みなくる」自主事業活動費
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１　旭区中学生ビブリオバトル大会【中止】

　　【予算：120　決算：0　差引：120】

新型コロナウイルス感染症防止を考慮し、中止

２　読書活動推進講演会及び講座【中止】

　　【予算：55　決算：0　差引55】

新型コロナウイルス感染症防止を考慮し、中止

３　読書活動推進事業　【予算：125千円　決算300　差引▲175】

元年度に改定した旭区読書活動推進目標に沿った事業を進めるため、

中止事業の予算を合算し、次の事業を実施しました。

・絵本でふれあい事業の実施

旭図書館司書が選定した絵本を希望する

区内施設に配本し、読み聞かせ等で活用

地区センターや地域ケアプラザ等に計405冊、

こども家庭支援課に計67冊を配本

・「ASAHIオンラインフェスティバル２０２０」に、

読み聞かせボランティア等や図書館司書が出演。

・「空から見た旭区～旭区空中写真展～」を区内各施設及び

区役所ろびーぎゃらりーで開催（10月～２月）

・読書ボランティアの活動紹介と募集を兼ねたポスター展を

区役所で開催（２月）

・旭区中学生ビブリオバトル大会への区内全中学校の参加

・旭区読書活動推進目標の推進

・旭区中学生ビブリオバトル大会 中止

・地区センターや地域ケアプラザ等に計405冊、こども家庭支援課に67冊配本

300 千円 300 千円 0 千円 100.0%

Ⅰ－14 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

 読書活動推進事業

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要
　区役所・図書館・学校・読書関連施設が連携し、幅広い世代の区民の読書活
動の推進を図ります。さらに、読書活動団体と協働し、イベント等を実施する
ことで読書に親しみ、読書を楽しむ機会を拡大します。

執 行 内 容
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Ⅱ　ＳＤＧｓ未来都市郊外部モデル事業

１　まちづくりに関する検討　

【予算：3,000　決算：2,475　差引：525】

【現状・課題】

・「横浜市都市計画マスタープラン旭区プラン」において、希望ヶ丘駅を

生活拠点駅と位置づけているが、具体的なまちづくりの動きはなかった

・４年度下期予定の相鉄・東急直通線の開業や旧上瀬谷通信施設の土地利用、

国際園芸博覧会の開催など、周辺のまちづくりの大きな動きがある

【２年度実施内容】

・元年度の取組内容について、地域と情報共有を行った。また、活動状況等

について新型コロナウイルス感染症のためヒアリングできなかった団体に

調査を実施

・まちの魅力や課題等について、ワークショップを実施

（新型コロナウイルス感染症のため、参加人数を制限）

・地権者を中心とした検討会は、まちづくりコーディネーターから

まちづくりの進め方について、専門的な助言を得ながら検討を実施

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要
　相鉄・JR直通線の開業を契機として、希望ヶ丘駅を対象にまちづくりの検討を推
進します。

執 行 内 容

・地域が主体となって検討を進める将来像と取組（構想）の検討

・地域が主体となって検討を進める将来像と取組（構想）を検討中

区政推進課

執 行 額

Ⅱ－１

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,000 千円 2,475 千円 525 千円 82.5%

希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 
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１　ＳＤＧｓの視点を取り入れた未来に向けたまちづくり

　　【予算：2,000　決算：2,160 　差引：▲160】

  これまでの取組が地域の主体的な活動として自立化するため、局事業（地域まち

  づくり制度等）の活用や多様なパートナーとの連携などにより、まちづくり

  方針の具体化を図りました。

〇地域主体のまちづくりに向けた課題整理等の検討（６/17～）

　これまでの人口動向や推計等により団地の将来像や今後の課題に

関する調査・検討の実施

〇団地ごとの具体的な取組の推進（随時）

・左近山団地における大学生入居事業等の自立化を支援(６/５～)

　団地再生の取組を地域で継続できるような仕組みづくりについて、

区と地域と専門家の３者で協働事業を実施

・若葉台団地における事業者との協定にもとづく事業

・ひかりが丘団地・西ひかりが丘団地のまちづくりの検討支援

２　学校跡地の活用検討

　　【予算：2,000　決算：759　差引：1,241】

  学校跡地については、民間活力による後利用を図る中で 地域活動の拠点

　機能を誘導し、地域主体による団地再生の取組の持続化を推進しました。

〇住民主体の左近山地区小学校跡地検討協議会（７/７）

〇若葉台西中学校跡地の本格活用に向けた検討

〇旧ひかりが丘小学校の活用に向けた説明会（３/28）

・大学や企業の新たな取組の誘致、誘致した事業の推進

・地域主体の持続可能なまちづくりの仕組みづくり

・左近山のNPO法人が団地再生の３年度事業計画をとりまとめ（１/22）

・若葉台まちづくりプラン推進会議（６/19、10/29、２/19）

・上白根地区支えあい連絡会に地域まちづくり活動を提案・支援（11/11）

Ⅱ-2 SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 新規 区政推進課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

4,000 千円 2,919 千円 1,081 千円 73.0%

指標目標に対
する達成状況

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 内 容

　これまでの取組の成果を踏まえて、ＳＤＧｓの視点を取り入れた未来に向けた
まちづくりについて、地域や事業者の主体的な連携が展開することにより活動が
自立化する仕組みづくりを行います。また、学校跡地に地域活動の拠点機能を誘
導し、団地再生の持続化を目指します。

事業概要

・新たな担い手の参加や活動資金の獲得
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Ⅲ　安全で安心して暮らせるまち

１　防災訓練事業（総務課）【予算：380　決算：180　差引：200】

・地区連合が主催し実施する防災訓練への支援（各20,000円）

実施時期：６月～11月　計９連合が訓練を実施

２　　　防災活動事業（総務課）

【予算：6,371　決算：7,876　差引：▲1,505 】

・避難場所等の運営に向けて、投光器等の資機材の拡充

・感染症対策として風水害時避難場所用パーテーション、

非接触型体温計（100本）等の購入

・災害時のボランティア対応のDVDを作成、地域防災拠点運営委員長等へ配布

・公用携帯電話を一部スマートフォンへ切替（情報伝達手段を強化）

・地域防災拠点資機材の修繕、区役所備蓄物品等の購入

区庁舎用AEDのリース、緊急地震速報機器のリース等

３　防災講演会（総務課）【実施方法の変更】

【予算：149　決算：250　差引：▲101】

・区民を対象とした防災意識向上及び最新防災情報の提供

※新型コロナウイルス感染症を考慮し、旭公会堂での講演からオンラインでの

　講演に切り替え

実施時期：３/８から３/22まで アクセス数：96件

実施方法：事前に撮影した講演動画を特設サイト上に公開

講師：日本テレビ「ZIP！」気象キャスター　くぼてんき氏

講演内容：「地震・風水害発生時の避難行動を想定する大切さ」

「非常持出袋を準備する重要性」

４　災害ボランティア連絡会補助事業（総務課）

【予算：150　決算：150　差引：0】

・災害ボランティア連絡会の活動資金に対する補助金の交付

活動内容：災害時ボランティア受入れに関する研修の開催等

補助金交付時期：７月22日

５　帷子川未改修区間カメラ管理事業（総務課）

【予算：810　決算：616　差引：194】

・河川改修途中の帷子川流域設置のWEB監視カメラ（１か所）の維持管理

設置箇所：帷子川・大栗橋付近

・地域防災力向上事業（総務局）

地域防災力向上のため、区地域防災拠点運営委員会連絡協議

会に対する防災訓練等の経費補助や、町の防災組織に対する

自主防災活動の経費補助を行いました。（196団体に交付）

・区の「災害に強い人・地域」をつくる取組に対する

予算配付（総務局）

区の資機材取扱指導員等と協力し、拠点のライセンスリーダー

  を対象に資機材取扱講習会を実施しました。（参加者：27人）

事 業 概 要
　地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の向上を目的
に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報受伝達の円滑、迅速な
体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

【参考】「広報よこはま あさひ区版９月号」保存版で震災に係る記事を掲載

10,958 千円 ▲750 千円 107.3%

Ⅲ－１
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

10,208 千円

災害に強い区づくり事業

拡
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６　 災害時医療事業（福祉保健課）　【予算：473　決算：411　差引：62】

・医療救護隊巡回診療用資器材の整備

・区内医療関係団体、災害拠点病院、その他関係機関等による訓練の実施

７　 福祉避難所開設・運営支援事業（高齢・障害支援課）

【予算：1,875　決算：1,475　差引：400】

・福祉避難所連絡会開催（２回）【７月書面開催、11/25】

・初動対応訓練の実施（２年度から新しく実施）【９/４】

・開設・運営訓練の実施【９/16、９/29、10/15】

（２年度より、参加施設を事前に募り、一斉に訓練を実施）

・備蓄物資としてエアベッド配布を実施

（元年度より区内福祉避難所に配布を開始し、２年度で配布完了）

高齢者や障害者等の自力避難が困難な方々(災害時要援護者)

の安否確認や避難支援等が円滑に行われるよう、日頃から

の地域の自主的な支え合いの取組を支援します。

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　56回
（新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練回数の減少が見込まれる）
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施　　　１回
・災害時医療関係施設開設状況報告訓練の実施　年１回
・福祉避難所連絡会の開催　　　　　　　　２回

Ⅲ-１
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

関連する主
な区配事業

・災害時要援護者支援事業（健康福祉局）

執 行 内 容

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　32回
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施　　　１回（10/26～10/28）
・福祉避難所連絡会の開催　２回（７月は書面開催、11/25）

【担当：高齢・障害支援課、福祉保健課】

災害に強い区づくり事業
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１　安全安心啓発事業　【予算：261　決算：353　差引：▲92】

・あさひ安全安心フェアの実施（９/30 旭公会堂）

・地域防犯活動支援事業（市民局）

地域の防犯活動に対する支援を行うため、啓発用の物品

の製作・配布を行います。

２　地域防犯推進事業【予算：2,680　決算：2,240　差引：440】

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金の交付（８月まで募集）

（防犯活動費に対し１／２補助　上限あり）

連合自治会町内会（上限）50,000円

自治会町内会　　（上限）20,000円

　・振り込め詐欺対策電話機等購入費補助金の交付

（機器購入費に対し３／４補助　上限あり）

・防犯灯維持管理事業（市民局）

　自治会町内会所有の防犯灯維持管理のため、維持管理に

かかる費用を補助します。

３　こども安全安心事業【予算：928　決算：885　差引：43】

・こども110番の家・車事業（110番の家実行委員会への補助金を交付）

・区内小学校の新入生に防犯ブザーを配付（約2,050個）

製作：２月、配付：４月

Ⅲ－２ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,869 千円 3,478 千円 391 千円 89.9%

地域安全安心普及推進事業 

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
　連合・単会あわせて55団体以上／256団体
・子ども110番の家　1,600軒以上、車1,200台以上

関連する
主な区配

事業

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
　連合・単会あわせて25団体申請（連合１、単会24）
・子ども110番の家　1,454軒、車1,267台

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

　防犯・防災・交通安全が一体となった安全・安心意識啓発事業を行うととも
に、自主防犯活動団体への支援を行い、「自らのまちは自ら守る」意識を高
め、安全で安心なまちづくりを推進する地域防犯推進事業を行います。また、
子どもたちの安全確保のため、区内各所に子ども110番の家・車を指定し、新
小学１年生への防犯ブザー配付により、犯罪予防に活用するこども安全安心事
業を行います。

執 行 内 容

関連する
主な区配
事業

　補助件数　113件

縮小開催で実施
ポスターコンクール及び講
演は中止

・防犯啓発用の回覧板作成

(功労者表彰 防災・防犯・交通安全・美化）

新 (暴力追放

キャンペーンの様子)

（振り込め詐欺対策用電話機）

この電話は振り込

め詐欺防止のため

録音されます。
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１　　高齢者交通安全対策事業【一部中止】

【予算：471 決算：463 差引：8】

・旭区交通安全シルバーリーダー連絡協議会代表者会議開催(11/27)

（２回→１回）

・旭区全体研修会開催

（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施主体である

旭区老人クラブ連合会と協議のうえ中止）

・交通安全キャンペーンへの参加（７/13・９/24）（４回→２回）

・交通安全教室（スケアードストレイト）の実施（11/11）

・防犯・交通安全啓発用回覧板の作成（750枚）

２　　スクールゾーン対策事業【予算：4,730 決算：4,186 差引：544】

・対策協議会への助成：20校（旭区内市立小学校）

・対策協議会で要望が出された項目への対応（73箇所）

路面表示の新設、更新    

注意を喚起する標識（蛍光幕・固定バンド）の配付

・旭区内小学校新入学児童へランドセルカバー配付

（2,100枚作成・蛍光色による視認性向上の製品に更新）

・交通安全教室の充実（使用物品の更新）

・横断旗配付（旗の生地を蛍光色に更新）

３　違法駐車追放等対策事業【予算：395 決算：341 差引：54】

・違法駐車追放等地区協議会への助成（８団体）

・自転車マナーアップ事業（道路局）

駅周辺に自転車等放置防止監視員を配置し、駐輪場への誘導、

安全等適正利用への指導啓発を行います。

・スケアードストレイト方式による交通安全教室（道路局）

区内の中学校でプロのスタントマンが実際に起きた交通事故の

模様などを再現して事故の怖さを実感する交通安全教室を実施

します。

4,990 千円 606 千円 89.2%

Ⅲ－３ 地域振興課 

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

5,596 千円

交通安全対策事業 

　旭区内の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、高齢者交通安全対
策、スクールゾーン対策及び違法駐車追放対策を実施します。

執 行 内 容

・交通弱者（高齢者・子ども）に重点を置いた交通安全意識向上の啓蒙
・道路交通法改正の趣旨の周知による交通安全思想の普及

関連す
る主な
区配事
業

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

・交通事故件数556件（前年度：623件）
・スケアードストレイトでのリアルな事故再現を実感することでの交通安全へ
の意識向上
・交通安全キャンペーンへの参加（7/13・9/24）

(夏の交通安全運動の様子）

(ランドセルカバー）

拡

拡

(スケアードストレイト）
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１　ハチ駆除サポート事業【予算：205　決算：205　差引：0】

・ハチ駆除講習会の実施（６月）【中止】

・ハチ駆除ボランティア連絡会の実施（６月～）【中止】

・高齢者等へのハチ駆除支援（通年）

２　食の安全安心サポート事業【予算：320　決算：497　差引：▲177】

地域で活動する食事提供ボランティア対象（２回　10/9、10/26）

自治会夏祭り等イベントの調理従事者対象（中止）

３　災害時ペット対策等啓発事業【予算：130　決算：142　差引：▲12】

・ペットの飼い主へのマナー向上の啓発（通年）

指標目標に対す
る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

・食事提供ボランティア向け衛生講習会（３回）
・自治会夏祭り等イベントの調理従事者対象衛生講習会（１回）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（５拠点）

　安全で安心な食と生活環境づくりのため、ハチ駆除ボランティアによる高齢者等世帯への支援や
食事提供ボランティア等への食中毒予防啓発を行います。
　また、災害時に備えたペット同行避難訓練等の支援やペットの飼い主へのしつけ、マナー向上の
啓発を行います。

執 行 内 容

・啓発DVDや災害時ペット対策展示物を活用したペット同行避難訓練の支援
　（５拠点）（通年）→　新型コロナウイルス感染症の影響により拠点訓練が中止となったこ
と
　　　　　　　　　　　　により中止

・小規模飲食店等にHACCP※の考え方に基づく衛生管理導入支援（通年）

・一般区民向けに食中毒予防と手洗いの重要性を啓発（通年）

※HACCP（ハサップ）とは、国際的な食品衛生管理の手法
食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危険性を把握した上で、原材料の入荷か
ら製品の提供に至る全工程の中で、それらの危険性を除去又は低減させるために特に重要
な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法です。（２年６月施
行）

・食中毒予防のための衛生講習会実施【８月末まで中止】

・狂犬病予防注射集合会場等での啓発チラシの配布（４月）【中止】

・食事提供ボランティア向け衛生講習会（２回　10/9、10/26）
・自治会夏祭り等イベントの調理従事者対象衛生講習会（中止）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（実施無し）

・コロナ対策ガイドラインへの対応状況及び衛生状況を確認し、換気状況を確認するための
二酸化炭素濃度測定器を購入

Ⅲ－４ 生活衛生課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

844 千円 ▲189 千円 128.9%655 千円

 安全で安心な食と生活環境支援事業
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Ⅳ　誰もが健康でしあわせな生活を送れるまち

１　青少年団体等活動補助事業【一部中止】【予算:243 決算:25 差引:218】

・旭区子ども会育成連絡協議会や旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡

  会の青少年団体が実施する事業に対し、補助金を交付

・旭区子ども会育成連絡協議会：育成者研修会（10/１）

・旭区ボーイスカウト・ガールスカウト大会は１年延期を決定

２　こども未来発見事業【350千円】【中止】【予算:350 決算:0 差引:350】

・天文教室【中止】

　小学生を対象に自然科学(理科)への興味・関心を高めるため、横浜市立

　横浜サイエンスフロンティア高等学校と連携した「天文教室」

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・こども未来発見事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

・こども未来発見事業　中止

執 行 内 容

旭区こども会育成者研修会
（2020.10月開催）

事 業 概 要
　青少年団体が行う青少年の健全育成を目的に実施する事業を支援します。ま
た、小学生に向けに科学体験イベントを実施します。

Ⅳ-１ 地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

593 千円 25 千円 568 千円 4.2%

青少年健全育成事業
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１　子育て支援情報ＰＲ事業【予算：1,233　決算：1,161　差引：72】

・こんにちは赤ちゃん訪問時等に旭区子育てガイドブック「とことこ」や

　あさひの逸品認定店舗で使えるクーポン券を配布

・小中学校入学時に、保護者へ子ども・家庭支援相談のリーフレットを配布

２　乳幼児健診における育児講座(のびのび広場事業)

【実施方法の変更】【予算：1,677　決算：1,611　差引：66】

・乳幼児健診の待ち時間を活用し、食事や歯磨きなど発達に合せた講座

　（のびのび広場事業）を実施（４か月、１歳６か月、３歳児健診）

・４～６月（中止）、７月から集団講座から個別相談に変更し実施

３　タブレット利用情報提供【予算：432　決算：405　差引：27】

・お客様のニーズに合った情報を提供するため、窓口や家庭訪問時に

 　タブレットを活用して、本市がインターネットで提供する最新の子育て

　情報等を参照しながら、きめ細かに案内

４　こんにちは赤ちゃん訪問記念品事業【予算：468　決算：459　差引：9】

・赤ちゃんの生まれた家庭をお祝いするために、こんにちは赤ちゃん訪問時に

　あさひくんグッズやクーポン券（再掲）等をプレゼント

・こんにちは赤ちゃん訪問事業（こども青少年局）

地域の訪問員が生後４か月までの赤ちゃんのいる全家庭を

訪問し、子育てに関する情報提供などを行い、子育てを

応援します。

５ 新　窓口環境整備【予算：400　決算：709　差引：▲309】

・新型コロナウイルス感染症対策として対面での会話や密な状況を避けるた

　 　め、待合ロビーに子育て支援に関するDVDの放映用フロアモニターを設置

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・子育てガイドブック配付　5,000部　・乳幼児健診における育児講座　80回
・お客様へのニーズに合った情報の提供・案内
・ベビークーポン配布　1,600枚
・こんにちは赤ちゃん訪問記念品 1,600個 ・窓口周辺が分かり易く整理されている

事 業 概 要
　子育ての不安や悩みの解消を図り、地域で安心して子育てができるよう支援を
進めます。同時に、こども家庭支援課との最初の接点となる窓口環境を整え、旭
区での出産・子育てを歓迎します。

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

指標目標に対
する成果

・子育てガイドブック配付　5,000部　・乳幼児健診における育児講座　63回
・お客様へのニーズに合った情報の提供・案内(タブレットを活用)
・ベビークーポン配布　1,214枚
・こんにちは赤ちゃん訪問記念品　1,214個　・待合ロビーにﾌﾛｱﾓﾆﾀｰ２台設置

関連する主
な区配事業

・乳幼児健康診査事業（こども青少年局）
乳幼児の心身の発達状況を確認し、早期に適切な支援を行うた
め、区役所及び医療機関において健診を実施します。

4,210 千円 4,345 千円 ▲135 千円 103.2%

Ⅳ－２ こども家庭支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

子育て支援情報提供事業
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１　妊娠期支援事業【一部中止】【予算：269　決算：303　差引：▲34】

(1)妊娠・出産マイカレンダー（子育て世代包括支援センターモデル事業）

・妊娠～出産、産後がイメージできるよう妊娠・出産マイカレンダーを更新

  面接時に配付、妊婦が安心して出産・養育できるよう個別支援を実施

・子育て世代包括支援センター事業(こども青少年局)　

２年度　18区に母子保健コーディネーターが配置され、

妊娠期からの切れ目のない個別支援を提供します。

(2)両親（母親）教室　（４、５月中止）

・父親の積極的な育児参加を図るため、沐浴体験や育児講座等を行う両親教室を、

  年４回土曜日に開催

２　地域育児（赤ちゃん）教室【一部中止】【予算：954　決算：668　差引：286】

・第１子の養育者を対象に、地域における仲間づくりの場の提供や子どもとの

　関わりなどを学習する教室を開催

・４～６月中止、７月から予約定員制の２部制で再開

３ 新　発達障害児等支援事業【一部中止】【予算：1,039 決算：807 差引：232】

・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、子どもの

　視点に立った関わり方や親子関係の築き方について講座を開催（４～６月中止）

・自立支援協議会との協働により、発達支援事業所の案内パンフレットを作成

４　児童虐待予防事業【一部中止】【予算：401　決算：459　差引：▲58】

(1) 親エール事業

・子育てを応援するため、一番悩みの多い幼児期のコミュニケーションや

　しつけに関するリーフレットを作成・配布し、子育て世代の支援を実施

(2) 養育支援教室（アンダンテ）（４～６月中止）

・育児不安を抱える養育者を対象に、リラクゼーションのためのヨガや

　グループミ―ティングを行い育児不安の解消を図り、適切な育児ができる

　よう支援する教室を実施

(3) ベビーマッサージ教室　（４、５月中止）

・強い育児不安など養育支援が必要な親子を対象に、ベビーマッサージを

　通して乳児早期から養育者と児の絆形成を支援する教室を実施

・ファミリーサポートクラス(こども青少年局)

育児不安を抱える保護者等を対象に、カウンセラー等を

交えてグループミーティングを実施し、育児不安の解消

を図り、養育支援を行います。

3,487 千円 2,719 千円 768 千円 78.0%

Ⅳ－３ こども家庭支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

子育て・若者支援事業

事 業 概 要

　地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで様々な悩
みや不安をしっかりと受け止め、地域で子育て支援者などと連携により、個々のニー
ズに沿った支援を進めます。また、困難を抱える若者の社会参加しやすい環境づくり
にも取り組みます。

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

関連する局
事業
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５　子育て支援連絡会【予算：204　決算：180　差引：24】

・区民と関係機関・行政との協働により、安全に安心して子育てができる街づ

　くりを目指し、地域の支援者の子育て支援力を高めるための講演会や支援者

　の学習会を子育て支援連絡会主催で開催（オンラインで配信）

６　ひとり親家庭相談支援事業【予算：500　決算：209　差引：291】

・ひとり親世帯を対象に、児童扶養手当現況届及び母子父子寡婦福祉資金貸付

　の申請受付時に、子どもの教育など家庭全般についての相談を相談員(社会

　福祉職)を配置して実施

７　困難を抱える若者支援事業【予算：120　決算：93   差引：27】

・ひきこもり等の困難を抱える若者の社会参加・就労に向けた支援として、

　西部ユースプラザ、地域団体等と連携し、地域での社会体験を実施。

区役所において、ひきこもり等の困難を抱える専門相談を

実施（月２回） →６月下旬から再開

・ひきこもり等の若者支援セミナー・相談会（11/13）

支援につながっていない若者や家族に対する相談のきっかけ

づくりや、地域住民がひきこもり等の若者の理解を深める

ことを目的として、セミナー兼相談会を実施

指標目標に対
す る 成 果

・両親(母親)教室　　　４回　103人
・地域育児教室　　84回　1,015人  ・発達障害児等支援事業　９回　83人
・ベビーマッサージ教室　８回　46人　　・養育支援教室　10回　122人

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・両親(母親)教室　　　４回　200人
・地域育児教室　　112回　3,000人  ・発達障害児等支援事業　９回　100人
・ベビーマッサージ教室　８回　120人　　・養育支援教室　12回　80人

Ⅳ－３ こども家庭支援課

・ひきこもり等の困難を抱える若者の専門相談
執 行 内 容

関連する局
事業

（こども青少年局）

（こども青少年局）

子育て・若者支援事業
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１　保育所を活用した養育支援強化事業

 【一部中止】【予算：3,181　決算：1,377　差引：1,804】

 (1) 臨床心理士配置による養育支援事業

・区内私立保育施設等での臨床心理士の相談支援や研修を実施

　（平成30年度から、市立保育所への派遣は、こども青少年局の事業として、

　全市で統一的に展開）

・６月から施設の要請に応じて訪問再開。登園自粛等の影響も含め相談を実施

・児童虐待の専門家（※）による保育士対象の研修（中止）

※子どもの虹情報研修センター　研究部長　増沢高氏

・研修の代替として、園内で配布できるよう区内保育施設等へ資料を配付

・保育所への臨床心理士派遣事業（こども青少年局）

臨床心理士を保育所に派遣し、保育所職員に対する保護者

対応や支援のあり方についての相談・助言を行います。

 (2) 臨床心理系インターンシップ協働支援事業（中止）

・臨床心理士等心理職を目指す大学院生等の研修の場として、保育所に

　６月から12月まで週１回の受入れによる臨床活動

・保育臨床の専門家による事業の監修、研修生の指導

白百合心理・社会福祉研究所 所長　青木紀久代氏

※接触機会縮減、各種行事が通常保育再開後に集中する等、保育所での

　受入れが難しいことから中止

２　保育のひろば事業 

【実施方法の変更】【予算：840　決算：345　差引：495】

・区内保育所等が連携して遊びや食育、保育施設の紹介等を行う子育て応援

　イベント「あさひ子育て保育園ひろば」及び区内４エリアでミニ保育園ひ

　ろば(中止)

・上記イベントの代替として、保育・教育施設を紹介するパネル等を区ホー

　ムページに掲載

Ⅳ－４ こども家庭支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

6,126 千円 3,564 千円 2,562 千円 58.2%

保育所地域子育て支援事業

事 業 概 要
　保育所が様々なニーズをもつ保護者を受け止め、支えながら、安心して地域で
子育てができる場となるよう、臨床心理士の配置による相談支援や地域との連
携、区内保育所連携強化に取り組みます。

執 行 内 容

関連する局
事業
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※以下の３から６の事業については市立保育所で実施

３　食育推進事業【一部中止】【予算：881　決算：849　差引：32】

 (1) 手作りの大切さを伝える食育講座　(４～10月中止）

・家庭で子育てをしている保護者を対象に、離乳食や食事、おやつを手作りす

　る大切さを伝え、レシピの紹介や試食を行う食育講座を実施

 (2) ランチ交流（中止）

・園の給食を有料で提供し、食事量や調理方法の工夫等を伝える取組

４　図書の貸し出し【一部中止】【予算：168　決算：168　差引：0】

・地域の乳幼児がいる親子を対象に、絵本の貸し出しや家庭での読み聞かせの

　大切さや楽しさを伝える取組を実施 （４～６月中止）

５　交流スペースの提供【一部中止】【予算：366　決算：182　差引：184】

・園の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行う親子の　

　居場所づくりを進める

・４～６月中止、７月から園庭開放のみ再開

６　みんなのまちの保育園応援隊

 【一部中止】【予算：690　決算：643　差引：47】

・地域の方が保育園でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びや

　ものづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施

（４～６月中止）

市立保育所を中心とした保育資源ネットワークを構築し、

保育の質の向上と地域子育て支援の充実を図ります。

民間の保育施設等において地域の親子に向けたイベント

等を実施し、交流を通じた子育て支援を行います。

指標目標に対
す る 成 果

・臨床心理士配置による養育支援事業
　　　　　　　　　　保育士等対象の研修資料の代替として資料配付
・保育のひろば事業　区ＨＰに保育・教育施設紹介パネルを掲載
　　　　　　　　　　閲覧数：1,614件(R3.3末時点)
・交流スペースの提供　684人（園庭開放のみ）
・食育推進事業　手作りの大切さを伝える食育講座　36人
　　　　　　　　ランチ交流（子どもの参加人数）　中止
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数  74人

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・臨床心理士配置による養育支援事業　保育士等対象の研修 ２回
・保育のひろば事業（イベント「あさひ子育て保育園ひろば」ほか）900人
・交流スペースの提供　1,100人
・食育推進事業　手作りの大切さを伝える食育講座　120人
　　　　　　　　ランチ交流（子どもの参加人数）　 65人
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数　80人

Ⅳ－４ こども家庭支援課

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

・市立保育所を活用した保育資源ネットワーク（こども青少年局）

・認定こども園及び保育所地域子育て支援事業（こども青少年局）

保育所地域子育て支援事業
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１　第４期地域福祉保健計画策定事業・地域福祉保健推進会議

【予算：3,281　決算：2,745　 差引：536】

・第４期旭区地域福祉保健計画策定、公表に向けた、コンサルティング

　業務委託

・福祉保健関係団体代表者や学識経験者からなる策定検討部会の開催

　（５月書面会議、７/29）

・地域福祉保健推進会議の開催（８/26、３/17）

【参考】計画策定スケジュール

２　地域福祉保健計画推進・普及啓発事業

【予算：479　決算：266　 差引：213】

・地域福祉保健計画の広報周知の実施

３　きらっとあさひ福祉大会【中止】

・地域福祉保健計画推進の取組内容の紹介や、地域福祉保健活動の啓発

・社会福祉功労者（団体）への顕彰

・第４期区計画の策定・公表

・きらっとあさひ福祉大会　１回　350人

・第４期区計画及び地区別計画策定は令和３年度完成に変更

・第３期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）

3,011 千円 1,126 千円 72.8%

地域福祉保健計画事業

【予算：377　決算：0　 差引：377】

Ⅳ－５ 福祉保健課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B)

７～９月 10～12月 １～３月 ４～10月

・地区別支援チーム研修の実施（４月書面）

・地区別支援チームリーダー連絡会（６/10、11）

執行率

4,137 千円

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

「地域で支え合い健康でしあわせな生活を送れるまち旭区」を目指し、区民・
事業者・行政・社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が協働し、第３期旭区地域
福祉保健計画（計画期間：平成28年度～令和２年度）の推進に取り組みます。
また、３年度から運用を開始する第４期計画の策定を進めます。

執 行 内 容

・第３期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）

令和元年度 令和２年度 令和3年度

４～６月

・地区代表者連絡会（９/14、16　計３回）※９/14は２回実施
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１ジュニアボランティア体験事業～民生委員とともに～　【中止】

２　要援護高齢者等あんしん見守り事業

【予算：715　決算：706　差引：9】

・地域の要援護高齢者等の見守りについて、民生委員・児童委員と友愛活動員

　など地域の福祉保健関係者が連携し、地域全体で見守りを実施

３　民生委員活動支援事業　【一部中止】

【予算：366　決算：741　差引：▲375】

・主任児童委員PRイベント（ゆかいなコンサート）【中止】

旭区主任児童委員連絡会に補助金を交付、区内未就学児、保護者などが

参加するコンサートの開催　　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

・民生委員制度普及啓発

地域住民の理解を深めるため、区民まつりへの参加やパネル展等の実施

※オンライン開催となった区民まつりは映像による参加、パネル展は中止した。

　自治会町内会及び連合町内会へ普及啓発チラシ等を配布

地域の見守り活動等を行う民生委員・児童委員に対し、

　活動費を支給します。

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業

（健康福祉局）

本市が保有する在宅で75歳以上のひとり暮らし高齢者等の

情報を民生委員、地域包括支援センターに提供し、訪問等

を通じて地域の見守り活動等につなげられるよう取り組み

ます。

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ジュニアボランティア参加者数　　　　 　　　　　　300人
・経験者交流会　　　　　　　　　　　　　　　  各地区１回
・要援護高齢者等あんしん見守り件数　　　　　　  65,000件
・「ゆかいなコンサート」参加者数　　　　　　　　　 450人

事 業 概 要
ジュニアボランティア体験事業など、民生委員の活動を支援することにより、地域の
つながりづくりを推進します。また、活動内容や制度が地域住民に広く理解されるよ
う普及啓発を行います。

執 行 内 容

・旭区民生委員児童委員協議会に補助金を交付、区内小学５、６年生から募集
　したジュニアボランティアが、民生委員とともに各種福祉活動、赤い羽根共
　同募金活動、地域の行事等に参加
・旭区全地区のジュニアボランティアを対象とした福祉体験会の開催

【開始時期】平成12年度
【累計参加者数】5,045人（令和元年度現在）

　※２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、以下の
　　行事を含むすべての活動を中止しました。
　　・ジュニアボランティア就任式
　　・福祉体験会（ボッチャ、車椅子バスケほか）
　　・体験発表会
　　・参加者全員の体験感想文集の発行
　　・地区ごとに経験者を対象とした交流会
　※区内の小学６年生に対し、これまでの参加に感謝を伝えるとともに、
　　今後も福祉活動に関ってもらうため、ボランティアに関する啓発物品
　　を配付しました。

　　　　【予算：1,699　決算：290　差引：1,409】

・ジュニアボランティア参加者数　　　　 　　　　　【中止】
・経験者交流会　　　　　　　　　　　　　　　  　 【中止】
・要援護高齢者等あんしん見守り件数　　　　　　  63,125件
・「ゆかいなコンサート」参加者数　　　　　　　　 【中止】

 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業

関連する
主な区配

事業

・民生委員・児童委員事業（健康福祉局）

Ⅳ－６ 福祉保健課 

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

2,780 千円 1,737 千円 1,043 千円 62.5%
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１　ウォーキングフレンズ事業【中止】【予算：571　決算：41　差引：530】

　・新型コロナウイルス感染症拡大のため、大人数でのイベントは中止。

　　地域ケアプラザ等を会場に開催される事業と一部連携し実施した。

   （体力チェック編・ウォーキング編、その後地域で拡散：中止）

２　健康づくり環境整備【一部中止】【予算：285　決算：147　差引：138】

　・旭区内地域ケアプラザを巡るウォーキングスタンプラリーを実施（中止）

　・運動習慣醸成のため健康アドバイス等を記載したプレートを公園等に設置

３　働き・子育て世代の健康応援事業

　【一部中止】【予算：1,617　決算：722　差引：895】

　・生活習慣病予防啓発の出前講座や健康チェックを実施

　・区内企業・施設での生活習慣病予防の普及啓発については今後の課題

４　健康フェア【一部中止】【予算：30　決算：0　差引：30】

　・健康フェアは中止。オンラインでの発表に参加。健康づくりに関する情報

　　提供やパネル展を実施（10月）

５　親子歯みがき教室【一部中止】【予算：651　決算：635　差引：16】

　・９か月（上２本生え揃った頃）から14か月の乳幼児とその保護者を対象に

　　虫歯予防の講話、歯みがき実習、保護者のむし歯菌検査を実施（年９回）

６　歯周病予防教室【中止】【予算：155　決算：93　差引：62】

　・新型コロナウイルス感染症の感染の拡大のため、教室は実施せず。

７　保健活動推進員による禁煙推進・受動喫煙防止活動

　【一部中止】【予算：228　決算：229　差引：▲1】

　・例年は幅広く区民に対し、禁煙推進・受動喫煙防止啓発を、保健活動推

　　進員の地区活動の中で実施しているが、今年度は縮小開催となった。

８　おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業

　・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進するため、

　　ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

　市民の健康づくり推進事業（健康福祉局）

　乳幼児期から高齢期まで健康の維持増進事業を展開しま
す。特に子育て世代に禁煙・食育・運動習慣醸成活動を行
います。例）両親教室での受動喫煙防止、体力測定、離乳
食教室など

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・人材育成講座健康チェック編・ウォーキング編　計６回実施
・禁煙に関する啓発チラシを保健活動推進員と連携し3,000部配布
・生活習慣病予防啓発出前講座及び地域の健康チェックを実施し500人に啓発
・健康フェア参加者数4,000人

・人材育成講座健康チェック編・ウォーキング編　中止
・禁煙に関する啓発チラシを保健活動推進員と連携し配布250部配布
・生活習慣病予防啓発出前講座及び地域の健康チェックを一部実施
・健康フェア　例年のイベント形式の事業実施を中止（パネル展等：353人）

　【一部中止】【予算：170　決算：26　差引：144】

・おにぎりあさひくんの人形劇は、DVD放映実施

1,893 千円 1,814 千円 51.1%

 健康生活支援事業

事 業 概 要
　区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など生活習
慣病の予防への取組みを推進します。特に20～40代の働き・子育て世代の健康
づくりを推進し、50年後も健康でいられる区民を一人でも多く増やします。

Ⅳ－７ 福祉保健課 

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

3,707 千円
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旭ウォーキングムーブメント創生事業（再掲含む）

《人づくり》

１　健康生活支援事業

【予算：856千円　決算：188千円　差引：668千円】再掲

(1) ウォーキングフレンズ事業

【中止】【予算：571　決算：41　差引：530】

　・子育て世代の女性や運動習慣のない方に対し健康チェックの実施やウォー

　　キングの推進をする人材の育成講座を地域ケアプラザ等を会場に開催

   （体力チェック編・ウォーキング編　計６回、その後地域で拡散）：中止

《環境づくり》

(2) 健康づくり環境整備

【一部中止】【予算：285　決算：147　差引：138】

　・旭区内地域ケアプラザを巡るウォーキングスタンプラリー（中止）

　・運動習慣醸成のため健康アドバイス等を記載したプレートを公園等に設置

２　あさひ魅力発見事業【予算1,176　決算　1,146　差引30】再掲

(1)あさひ文化観光資源発信事業

【予算：616　決算：229　差引：387】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースで「新・あさひ散歩」掲載コースを

中心に実施

　(1)史跡・標柱

　標柱に設置したQRコード（令和元年度から設置）からより詳しい

　史跡情報、区内見どころを発信できるようにホームページ等を充実

QRコード整備：19か所（予定：16か所）

　(2)ウォーキング事業【中止】

・ウォーキングイベントの中止による、あさひ散歩ウォーキングマップ

作成支援の見送り

・毎月１回開催（７月、８月は休み）：全回中止（10回→0回）

(2)　旭区グリーンロードの管理等

【予算：560　決算：917　差引：▲357】

・案内サイン点検・修繕委託費（書き換え等）

Ⅳ－８ 福祉保健課

執 行 額

25 千円 98.0%

旭ウォーキングムーブメント創生事業

　区誕生50周年を機に次の50年を見据え、あらゆる世代に対し、緑豊かな自然など
旭区の魅力、財産を生かしたウォーキングムーブメントを創生し、いきいきと暮ら
せるよう持続的な取り組みを進めます。事業実施にあたっては、「人づくり」と、
ソフト、ハード両面からの「環境づくり」を総合的に行い、子育て層から高齢者ま
でに働きかけます。

執 行 内 容

事 業 概 要

予算額 決算額 増▲減 執行率

3,207 千円 869 千円 78.7%4,076 千円事業全体

内 コンテンツ 1,244 千円 1,219 千円
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３　ウォーキングコンテンツ整備　

【予算：1,244　決算：1,219　差引：25】

・「親子で歩いてみたくなる気持ちを引き出す地図」をコンセプトとした

「歩っ歩でMAP（ぽっぽでまっぷ）」の配布。

　 ※「歩っ歩でMAP」

２つの散歩コースを設定し、新幹線のビューポイントや季節の花を

　 楽しめる場所などの写真映えするスポット、おむつ替えスペースや

　 授乳室などの子育て世代に訴求する情報を掲載。

　・コース上に設置されている「あさひくんデザインマンホール」と一緒に

　 撮影した写真を、区民から募集し、区ホームページ等で紹介するなどの

　 マップを活用した企画（歩っ歩でSHOT）の実施（10月～１月）

・歩っ歩でMAP ・デザインマンホール

・歩っ歩でSHOT応募作品

４　水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業　再掲

【予算：300　決算：154　差引：146】

・旭ウォーキングムーブメント創生事業で新たに設置されたウォーキング

コース内に花壇を新設し、健康づくりの機運醸成を図る。

《子育て層への働きかけ》

５  子育て支援情報提供事業（子育て支援情報ＰＲ事業）　再掲

【予算：500　決算：500　差引：0】

・旭区子育てガイドブック「とことこ」にウォーキングムーブメントの　

ページの配置　

・人材育成講座体力チェック編・ウォーキング編　中止【再掲】

・マップを使用することで参加できる企画の実施（10月～１月）

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・人材育成講座体力チェック編・ウォーキング編　計６回実施【再掲】
・マップを使用することで参加できる企画の実施（年１回）
・ウォーキング事業を実施（年10回）
・ウォーキング参加者の増加

Ⅳ－８ 福祉保健課

執 行 内 容

旭ウォーキングムーブメント創生事業
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※新型コロナウイルス感染症の影響で中止。書面等による情報提供を実施。

テーマ：認知症の啓発、認知症高齢者の支援、介護者支援

構成員：警察、民生委員、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、

　　　　薬剤師会、ケアマネジャー、地域ケアプラザ、認知症の家族会、

　　　　医療機関、徘徊SOSネットワークシステム協賛店、発見協力機関

・徘徊SOSネットワークシステムの充実

  認知症により徘徊されている方をできるだけ早く発見するため、地域ケア

  プラザと協力して発見協力機関、協賛店への登録を勧奨

２　　　啓発活動の展開【予算：889　決算：887　差引：2】

・旭区医師会と旭区役所が考えた勉強会（12/３）

テーマ：高齢化が進む中で、高齢者が安心して生活できるために、医師

　　　　　　会と区役所で区民の方へ認知症の正しい理解の啓発を実施

対　象：区民

・世界アルツハイマーデー（９/21）にちなんだ啓発活動

認知症に係わる啓発イベントの開催

・認知症支援事業（健康福祉局）

専門医により、簡易診断や家族指導、高齢者保健福祉相談

（もの忘れ相談）を実施します。

・地域で支える介護者支援事業（健康福祉局）

認知症への理解を促進する普及啓発事業を実施します。

・地域づくり型介護予防事業（健康福祉局）

元気づくりステーション事業、地域リハビリテーション

活動支援等を実施します。

認知症をみんなでささえるまちづくり事業

事 業 概 要

相鉄バス等と協力し、主に働き盛りの世代への周知を目的にポスター掲示

指標目標に対
す る 成 果

Ⅳ－９ 高齢・障害支援課

執 行 額

　高齢化が進む中で、高齢者が認知症になっても安心して暮らせる地域づくり
を推進します。
　区民に認知症についての正しい理解を深めていただくための普及活動を展開
します。

予算額（A）

執 行 内 容

関連する
主な区配
事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域支援連絡会　７月に書面にて情報提供を実施
・旭区医師会と旭区役所が考えた勉強会　１回開催（59名参加）

・地域支援連絡会　年１回開催（100人参加）
・旭区医師会と旭区役所が考えた勉強会　年１回開催（200人参加）

決算額（B)

１　地域活動の推進【実施方法の変更】【予算：308　決算：244　差引：64】

・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（７月）【実施方法の変更】

差引（A-B) 執行率

1,197 千円 1,131 千円 66 千円 94.5%

拡
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１　老人クラブ支援事業

【実施方法の変更】【予算：193　決算：177　差引：16】

・旭区老人クラブ連合会と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

・「かがやきクラブ旭」の愛称ＰＲと会員数増の取組を推進

非会員への活動PR用のマスクを作成【実施方法の変更】

・２年度共催事業　【９事業とも全て中止】

【事業スケジュール（全て中止）】

２　友愛活動員支援事業【中止】【予算：52　決算：30　差引：22】

・研修会等の開催により、友愛活動員の友愛活動を支援【中止】

いきいき活動慰安大会

12月 単位クラブ役員研修会

１月 会長研修会

２月
ことぶき大学

趣味の作品展

・共催事業は全て中止
・老人クラブ新規加入者数　416人

事 業 概 要
　高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができるよう、
老人クラブ・友愛活動への支援を行うことにより、地域高齢者福祉の推進を図
ります。

執 行 内 容

６月 健康を進める運動講演会

６月 輪投げ大会

７月 友愛活動員研修会

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・共催事業開催数　９回
・老人クラブ新規加入者数　900人

10月 囲碁・将棋大会

３月

Ⅳ－10 高齢・障害支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

245 千円 207 千円 38 千円 84.5%

高齢者生きがいづくり支援事業
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１　　　関係機関連携強化・社会参加支援事業

【実施方法の変更】【予算：1,435　決算：1,396　差引：39】

・旭区地域自立支援協議会と連携し、区内の障害事業所等の活動内容を紹介

する旭区障がいサポートガイド「みんなで暮らそう　旭区」を改訂

・旭区ふれあいスポーツ大会を開催

【中止。代替として、１/21さわやかスポーツ体験会を開催】

精神障害者の所属する事業所や団体を対象としたスポーツ大会

（旭区ふれあいスポーツ協議会へ補助金交付）

・精神科嘱託医派遣

地域ケアプラザと連携して、地域に精神科嘱託医を派遣し、精神障害の

ある方の個別相談や支援者向けの事例検討会等に参加し、適切な助言

指導等を６回実施（５/27、７/22、９/23､11/25､１/27､３/24）

２　普及啓発事業【一部中止】【予算：591　決算：246　差引：345】

・旭区精神保健福祉セミナーをオンライン開催（２/27）

精神障害当事者の体験発表と有識者による講演会の２部構成

主催：旭区役所、共に歩む市民の会

・地域精神保健福祉講座（２回実施　12/16　１/29）

精神障害について地域の関係者や支援者向けの普及啓発を実施

・障害者施設健康増進出前講座（年５回→１回（１/27））【一部中止】

障害者施設で、通所している障害者や施設職員を対象に、栄養、口腔衛生

についてなど、健康増進のための講座を実施

・障害者施策の推進（健康福祉局）

各区で地域･区民を対象に「障害者に対する理解を深める」

研修･啓発を実施します。

・精神保健福祉対策事業（健康福祉局）

精神障害者向けの生活教室や個別相談等を実施します。

関連する
主な区配

事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・旭区障がいサポートガイド改訂版の発行　1,000部
・精神保健福祉セミナーの来場者数　　300人
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計60人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 ５回実施
・精神科嘱託医派遣　６回実施

事 業 概 要

指標目標に対
す る 成 果

・旭区障がいサポートガイド改訂版の発行　3,000部
・精神保健福祉セミナーの来場者数　　オンライン開催　222人
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計66人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 １回実施
・精神科嘱託医派遣　６回実施

　精神障害のある方が、地域で安心して暮らせるように、関係機関との連携強
化や社会参加支援への取組を行うとともに、地域に精神科嘱託医を派遣して、
個別相談や支援者への助言指導等を行います。また、障害に対する理解を深め
る普及啓発の取組として、セミナーや支援者向けの研修を行います。

執 行 内 容

Ⅳ－11 高齢・障害支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

2,026 千円 1,643 千円 383 千円

障害者ネットワーク推進事業

81.1%

拡
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ＤＶ対策事業【予算：852　決算：886　差引：▲34】

・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律

　相談を実施（月１回、年12回）

・ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

　心理士による個別カウンセリングを実施（月１回、年12回）

Ⅳ－12 こども家庭支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

852 千円 886 千円 ▲34 千円 104.0%

ＤＶ対策事業

指標目標に対
す る 成 果

・ＤＶ被害者に対し、迅速な予約相談を実施し、関係機関へ適切に連携し自立
　支援を実施した。

事 業 概 要
　女性弁護士によるＤＶ法律相談を月１回実施し、離婚や親権など法律的問題の
解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを月１回実施し、
心理的ケアを行うことで、ＤＶ被害女性の尊厳の回復や精神的自立に繋げます。

執 行 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ＤＶ被害者に対し、法律的解決や心理的ケアなどの相談を行い、関係機関と
　連携して自立につなげる。
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１　啓発物品を活用した広報、啓発の実施【中止】

　　【予算：220　決算：０　差引：220】

　※当初は出前講座により制度説明を行う予定であったが、コロナ禍による

　　感染予防及び各種媒体を通して制度の社会的認知が広まったことから、

　　人を集めることになる出前講座を中止した。

　

２　既存パンフレットの増刷、

　　ひとり親世帯向けチラシ作成による広報【実施内容の変更】

　　【予算：280　決算：307　差引：▲27】

　※急増した相談件数等に対応するため、新たなチラシ作成を中止し、

　　制度周知を目的に生活困窮者自立支援制度のパンフレットの更新と増刷

　　を行い、民生委員への配布及び区民利用施設等への配架依頼に変更した。

（１）目的

      支援が必要な対象世帯に、パンフレットやチラシを介して情報が確実

　　に届くようにします。

（２）手段

　　　元年度に作成した生活困窮者自立支援制度に関するパンフレットを、

　　更新、増刷し、まだ配布のできていない相談機関を中心に配布。

　　【3,000冊増刷を4,500冊に変更】

　　　民生委員に配布するとともに、区民利用施設に配架依頼。

・若年層（30代まで）の相談件数、前年度比10パーセント増

・生活困窮予防啓発パンフレット配布　4,500冊【拡充】

・ひとり親世帯向けチラシ作成及び配布　2,000部【中止】

・生活困窮者自立支援制度に関する出前講座等の実施　５回【中止】

・生活困窮者自立支援相談（延べ件数）、前年度比230％増。

　うち、若年層（30代まで）は、前年度比289％増。

　※元年度：785件、２年度：1,801件（+1,016増）

　　うち若年層（30代まで） 元年度：189件、２年度：546件（+357増）

・パンフレットの更新と増刷を行い、民生委員に配布及び区民利用施設に

　配架依頼。

事 業 概 要
　旭区生活困窮者自立支援事業について、若年層への支援が促進されるよう普
及啓発事業を展開します。

執 行 内 容

旭区生活困窮者自立支援
若年層向け広報啓発事業

指標目標に対
す る 成 果

Ⅳー13 生活支援課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

500 千円 307 千円 193 千円 61.4%

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標
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Ⅴ　着実な区政運営

１　ＣＳ向上事業【予算：500　決算：198　差引：302】

(1)人権啓発研修

・人権啓発指導者研修（責任職対象）、職員人権啓発研修（職員対象）

・人権啓発講演会（区民及び職員対象）の代替として啓発パネル展を実施。

(2)応対スキルアップ研修

 ３密の回避などの感染症対策に配慮した開催。

・異動職員等を主な対象とし、挨拶や話し方といった外部講師による

　基礎的な応対マナーの向上を図る研修を実施（下の写真）

・職員の応対力向上のため、希望する全職員を対象としたクレーム対応

　研修を新型コロナウイルス感染症予防の観点から動画配信にて実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、２年度は改革推進委員会の活動

　を中止。代替として、「若手による新たなスタイル創造PJ」を実施。

＜若手による新たなスタイル創造PJ＞

・ＩＣＴ技術等を活用した地域活動や行政運営の変革、及び情報・意見交換

・最終報告を庁内職員向けにオンライン配信

・応対マナー研修を２回実施（７/30、31）

・「若手による新たなスタイル創造PJ」配信視聴者数119名

700 千円 384 千円 316 千円 54.9%

Ⅴ－１ 総務課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

 チーム旭で進める満足度向上事業

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

　お客様満足度（ＣＳ）及び職員満足度（ＥＳ）を向上させることを目的に、職員を対象
とした人権啓発研修及び応対マナー研修を開催します。
　また、現場意見を生かした職場環境及び事務改善の取組を、公募・推薦で集まった庁内
横断プロジェクトメンバーにより実施します。

執 行 内 容

・基礎的な応対マナー研修（異動者対象）の開催、対象者の９割以上の参加
・改革推進委員会の事業により、「よい影響があった」及び「ややよい影響が
　あった」と感じる職員の割合が８割以上（アンケート調査による評価）

   ※新型コロナウイルス感染症のため、取組内容を変更して実施。

２　ＥＳ向上事業【予算：200　決算：186　差引：14】 

(基礎的な応対マナー向

上を図る研修の様子)

44



一時託児サービス事業【一部中止】【予算：917  決算：103  差引：814】

（１）開室時期

開室日…乳幼児健診実施日

（例年は区役所窓口の繁忙月に毎日開室としているが、新型コロナウイルス感染症の

影響により開室日を減らして運営。）

※４/８～６月末は新型コロナウイルス感染症の影響により閉室。

（２）開室時間

・午前開室日：８時45分～12時15分

・午後開室日：12時15分～15時45分

※こども青少年局からの区配予算を加えて実施

１ 区民ニーズ迅速対応事業【予算：8,421  決算：16,568  差引：▲8,147】

来庁者の要望や旭区改革推進委員会からの提言などを受け、早急に取り組むべき

課題（庁舎の修繕及び環境改善）に関して迅速に対応

【主な実施内容】

・本館１階窓口・税務課ＬＥＤ照明交換設置委託、ロビーチェアの購入

・新型コロナウイルス感染症対策で物品等の購入及びレイアウト変更等を実施

・新型コロナウイルス感染症予防のためセミナー・イベント等の継続を目的として、

　ＩＣＴ環境を整備

【２年度　新型コロナウイルス感染症対応：825万円】

コロナ対策物品等購入 オンライン関係 その他

・アルコール消毒液 ・オンライン用端末他 ・レイアウト変更対応

・アクリル板 （パソコン５台、カメ ・防災用倉庫設置

・ビニールシート設置 ラ、マイクスピーカー ・電話、LAN回線増設

セット他） ・携帯電話レンタル、

・通信料及びライセン 電話機購入

ス料

合計（297万円） 合計（184万円） 合計（344万円）

・区庁舎の施設・設備改修による来庁者や職員の満足度の向上

　・お客様等からの要望に対して、適切に対応している。

 Ⅴ－２ 総務課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

917 千円 103 千円 814 千円 11.2%

一時託児サービス事業

指標目標に対
す る 成 果

Ⅴ－３ 総務課区民に身近で信頼される区役所事業

・一時託児利用者数　139人（２年度）

事 業 概 要
　区役所に来庁する乳幼児を伴った区民が、安心して乳幼児健診や行政相談、各種手続きが行
えるよう、保育協力者による乳幼児一時預かりを、旭区役所庁舎内の託児室「ぱおぱおるー
む」において実施します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・一時託児年間利用者数 800人以上

執 行 内 容

執 行 額
8,421 千円 16,568 千円 ▲8,147 千円 196.7%

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

　旭区総合庁舎は竣工してから約50年が経過し、施設の老朽化により、施設・設備の利便性や
快適性に課題が生じています。そこで、庁舎に関するお客様等の要望を受け止め、庁舎環境の
改善やお客様サービスの向上を図ります。

事 業 概 要

執 行 内 容
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Ⅵ　統合事務事業費

【課別内訳】 （単位：千円）

土木事務所 617 386 土木事務所運営に係る事務費

合　計 26,705 25,314

こども家庭支援課 1,463 1,341 こども家庭支援課事務費

生活支援課 12,040 12,284 生活支援課事務費

福祉保健課 1,308 1,263 民生委員・児童委員関係事務費　他

高齢・障害支援課 2,057 1,552 高齢・障害支援課事務費

973 1,327 地域振興課・区民利用施設事務費

戸籍課 3,367 3,935 戸籍課事務費

事 業 概 要 　区役所各課の運営に係る事務経費を取りまとめた事務費です。

執 行 内 容

課　名 Ｒ２予算 Ｒ２決算 主な執行内容

総務課 4,521 2,967 区役所運営に係る事務費　他

区政推進課 359 259 広聴事業等に係る事務費

地域振興課

Ⅵ－(1) 総務課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

26,705 千円 25,314 千円 1,391 千円 94.8%

統合事務費
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広報紙発行事業【予算：9,015　決算：7,200　差引：1,815】

　・広報よこはまあさひ区版を毎月発行。自治会・町内会、駅ＰＲボックス

　等を通じて区民に配布

・新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント等の中止により、

７月～９月号の紙面を一部削減し発行

・広報よこはま発行事業（市民局）

広報よこはまの配布を依頼している自治会・町内会などへ

謝金を支払います。

相談事業【予算：2,038　決算：2,100　差引：▲62】

・弁護士による法律相談を、毎週木曜日、毎月第２・４火曜日、

奇数月第３火曜日に実施

・上記のほか、司法書士、税理士、公証人、民事調停相談員、行政書士、

交通事故相談員、行政相談委員による専門相談を実施（予算執行なし）

【法律相談実績】

※１日６枠

広報よこはま旭区版発行事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

広報アンケートにて、「読みやすい」などの高評価を継続

Ⅵ－(2)
－１ 区政推進課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

9,015 千円 7,200 千円 1,815 千円 79.9%

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

執 行 内 容

関連する主
な区配事業

執 行 内 容

（法律相談は緊急事態宣言発出時は電話相談へ切替え、宣言外の期間は電話と
面談の選択制で対応。他の相談についても緊急事態宣言等に対応し、休止や電
話相談への切替えを実施）

事 業 概 要 　区民の日常生活の様々な困りごとについての専門相談を開催します。

Ⅵ－(2)
－２

指標目標に対
す る 成 果

広聴・相談事業 区政推進課

３年１月号紙上で広報アンケートを実施し、色使いやデザインにおいて「とて
も読みやすい・読みやすい」が97.2％と区民の方々から概ね良い評価をいただ
いた。

2,038 千円 2,100 千円 ▲62 千円

実施枠数 ※

執 行 額

相続、婚姻、債務処理等の法的な問題を整理し、解決に向けたアドバイスが得
られる「弁護士相談」へのニーズは高く、２週間前からの予約受付は、受付開
始日から１～２日で予約受付終了となっています。

103.0%

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

相談件数 433件 440件 414件

30年度実績 元年度実績 ２年度実績 

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

法律相談等の専門相談を開催することで、多くの区民の不安解消、問題解決に
寄与

実施日数 79日 78日 77日

474枠 468枠 462枠
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街の美化清掃【一部中止】【予算：1,860　決算：1,370　差引：490】

・美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）の歩道を(12回→８回:10回→２回)

地元町内会、商店街と区役所職員が協働で清掃を実施

・鶴ヶ峰駅周辺にて福祉団体による清掃を実施（年間96日）

・ポイ捨て禁止啓発  

美化推進重点地区（鶴ヶ峰117回→79回、二俣川121回→78回）において

美化推進員による簡易清掃及び啓発を実施

１　地区活動助成金【予算：616　決算：484　差引：132】

・旭区内で活動する消費生活推進員の地区活動（16地区）への支援

※新型コロナウイルス感染症の影響により15地区で実施

・各地区活動では、悪徳商法防止に関する啓発講座の開催や地域の見守り

  活動の普及啓発を実施

・環境に配慮した購買活動の推進及び情報誌の発行などの広報活動を実施

２　消費者大学開催費【一部中止】【予算：119　決算：46　差引：73】

・一般区民に向け、広く関心のあるテーマで啓発講座を実施（２回→１回）

※新型コロナウイルス感染症の影響により１回中止

（学識経験者や専門家などを講師に招き、区全体を対象とした講座）

・消費生活推進員活動事業（経済局）

横浜市消費生活推進員地区代表の地区活動のまとめ役とし

ての活動費用を補助します。

クリーンタウン横浜事業

・地域と協働した清掃活動の実施　鶴ヶ峰８回/年12回：二俣川２回/年10回

地域振興課

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

1,860 千円 1,370 千円 490 千円 73.7%

消費生活推進事業

旭区内４地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施

Ⅵ－(2)－
３

地域振興課

執 行 額

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て禁止啓発、不法投
棄防止対策を実施し、清潔できれいな街づくりを推進します。

執 行 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域と協働した清掃活動の実施　22回/年

指標目標に対す
る 成 果

指標目標に対す
る 成 果

Ⅵ－(2)－
４

関連する主
な区配事業

執 行 額

執 行 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

旭区内16地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施

事 業 概 要
　消費者トラブルや消費生活の知識を身につけた「消費生活推進員」を委嘱
し、活動への支援や講座の開催等を通じて、区民の知識を深め判断力を養うこ
とにより、「消費者トラブルに遭わない、安全な地域づくり」を推進します。

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

735 千円 530 千円 205 千円 72.1%

早朝清掃の様子
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緊急時情報システム運用事業【予算：882　決算：812　差引：70】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区連会等を通じて当該システムへの需要が高い登録者を募集
・災害発生時における運用及び試験配信訓練を実施

事 業 概 要
　台風や集中豪雨等による、がけ崩れや浸水の被害等が予想される場合におい
て、一斉に電話を発信できるシステムを運用し、情報受伝達手段の多様化を図り
ます。

執 行 内 容

・身近な伝達手段である電話を活用して、メールやインターネットの未利用者に
  も一斉に情報を伝達(特別な機器や操作は不要、不在時は自動でリダイヤル)

・発信だけでなく、プッシュボタンを使用して受信者からの各種情報を把握・集
　約することが可能（システムから発信する情報内容は自由に設定可能）

・災害発生時の実稼働送信のほか、試験配信訓練（四半期に１回）を実施

Ⅵ-(2)
-５

総務課

差引（A-B) 執行率

執 行 額

予算額（A） 決算額（B)

882 千円 812 千円 70 千円 92.1%

注：元年度までは区局連携促進事業（局予算）

緊急時情報システム運用事業

・区連会にて３年間の試行結果の報告及び今年度の運用を周知
  あわせて、近年、風水害を中心に災害が多発していることを踏まえ、連合自治
　会長・自治会町内会長に素早く災害情報を届けるために、再度登録を依頼（７
月）
・登録状況の集計（８月）
・試験配信訓練：４回実施
・災害時の運用：０回（避難場所等の開設実績がなかったため）

指標目標に対
す る 成 果
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スポーツ推進委員事業【一部中止】

【予算：2,278　決算：2,278　差引：0 】

　・旭区スポーツ推進委員連絡協議会に対し事業補助金を交付し、活動を支援

　・市スポーツ事業（横浜マラソン、トライアスロン等）への協力（中止）

　・区内スポーツ行事(旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会等)の

    運営及び協力

　・各地区での運動会の実施等のスポーツ普及や、さわやかスポーツの普及

　　推進

・旭区青少年指導員連絡協議会に事業補助金を交付

・第27期青少年指導員の委嘱（任期２年）に伴う、ユニフォーム支給

・旭区青少年指導員連絡協議会地区会長会議を実施

・事業：こども写生大会【中止】、親子野外自然体験活動（11月）

学校音楽祭（YCV放映及び動画配信　１月～３月）

・研修：DVD作成・各地区に配布・研修実施（12月）

・広報：あさひ青指通信発行（３月）

・旭ふれあい区民まつりで体験教室【中止】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

　青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域と
連携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施します。

事 業 概 要

事 業 概 要

執 行 内 容

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,000人

指標目標に対
す る 成 果

・旭区民スポーツ祭及び旭区駅伝競走大会　中止
・各地域において、あさひボッチャ講習会や活動用備品・消耗品を購入

5,262 千円 5,062 千円 200 千円 96.2%

　スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協
力のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立
案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開しています。
また、各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業について協
力します。

Ⅵ－(2)
－7

地域振興課

執 行 額

Ⅵ－(2)
－６

地域振興課

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

2,278 千円 2,278 千円 0 千円 100.0%

スポーツ推進委員事業

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

青少年指導員事業

青少年指導員事業【一部中止】

指標目標に対
す る 成 果

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・青少年指導員事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

・感染症対策を踏まえ事業を実施。
・親子野外自然体験活動実施後アンケートによる満足度100％

執 行 内 容

（オンライン会議導入）

【青少年指導員事業】

【社会環境健全化活動】（一部中止）

・パトロール活動及び啓発キャンペーンを中止
・有害図書調査実施

【予算：5,262　決算：5,062　差引：200】

親子野外自然体験活動（11月）
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学校・家庭・地域連携支援事業【一部中止】

【予算：1,830　決算：1,823　差引：7】

・学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成のために行う活動に対し

　交付金を交付（12中学校区実行委員会）

・各中学校区実行委員会や青少年団体等相互の情報交換を図るため、実践

　交流会（中止）

注：元年度は、健康福祉局区配事業

１　健康フェア【一部中止】【予算：180千円　決算：169　差引：11】

　・区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する

　　情報提供やパネル展を実施

※例年の区民まつりでのイベント形式での事業実施を中止し、

区役所１階でのパネル展を実施

学校・家庭・地域連携事業

・健康フェア　例年のイベント形式での事業実施を中止（パネル展等：353人）

健康づくり月間事業

93.9%

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・健康フェア参加者数4,000人

Ⅵ－(2)
－９

福祉保健課

執 行 額

指標目標に対
す る 成 果

執 行 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・中学校区実行委員会による事業実施、実践交流会（１回）開催

事 業 概 要

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

1,830 千円 1,823 千円 7 千円 99.6%

Ⅵ－(2)
－８

事 業 概 要
旭区と区内の保健・衛生にかかわる団体が連携し、地域に根ざした自発的な健康
づくりを促進することにより、区民の健康づくりを支援します。

指標目標に対
す る 成 果

・中学校区実行委員会による事業実施（交付金の交付）、実践交流会(中止)

予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

180 千円 169 千円 11 千円

こども家庭支援課

執 行 額

　学校、家庭及び地域が連携し、それぞれが持つ教育機能を発揮することで、次
代を担う青少年が自立心をもち、人間性豊かに育つことを目的とします。

執 行 内 容
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Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

　旭区総合庁舎、二俣川行政サービスコーナー、旭区市民活動支援センター、

土木事務所、公会堂、地区センター等旭区内の区民利用施設における管理運営を

行います。

【施設内訳】 （単位：千円）

区庁舎・区民利用施設修繕費 11,699 7,059 区庁舎、土木事務所、各区民利用施設修繕費

合　計 677,695 669,145

地区センター、こどもログハウス、区民文
化センター、老人福祉センター、コミュニ
ティハウス、区スポーツセンター　他

広場・遊び場 2,070 2,591 子どもの遊び場、スポーツ広場の運営費

地区センター他 503,023 499,552

土木事務所管理運営費

公会堂 26,970 27,475 公会堂管理運営費

事 業 概 要

旭区市民活動支援センター「みなくる」運営費

主な執行内容

区庁舎、公用車等運営管理費

行政サービスコーナー 11,122 11,132 二俣川駅行政サービスコーナー運営費

執 行 内 容

事業名 Ｒ２予算 Ｒ２決算

区庁舎等 101,425 102,962

市民活動センター 10,932 8,424

土木事務所 10,454 9,950

Ⅶ－１
総務課

地域振興課
土木事務所

執 行 額
予算額（A） 決算額（B) 差引（A-B) 執行率

677,695 千円 669,145 千円 8,550 千円 98.7%

区庁舎・区民利用施設管理費
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Ⅷ　旭区で企画する主な区配事業

Ⅷー1 地域におけるSDGｓ未来都市の推進事業（温暖化対策統括本部）

　　　（予算額のうち区配予算4,000千円、UR負担金2,500千円）

　　　（決算額のうち区配決算3,894千円、UR負担金2,431千円）

【事業概要】

　区において地域が主体となってSDGｓ未来都市を推進する取組を行う事業に対して

温暖化対策統括本部からの区配を活用して実施する事業

　　企業の取組誘致の具体化

　　　（予算額のうち区配予算2,500千円、UR負担金2,500千円）

　　　（決算額のうち区配決算2,431千円、UR負担金2,431千円）

　　　UR都市機構との連携を深め、大学生による地域活性化の取組の自立化に向けた支援

      UR都市機構と覚書を締結し、本事業の半分の費用負担を受けた

【予算額（A）：6,500千円　決算額（B)： 6,325千円　差引（A-B)：175千円　執行率：97.3％】 

（１）若葉台団地におけるSDGｓフロント事業

（２）左近山団地における大学生による地域支援事業

【実施内容】
・大学生入居事業の展開。２年度は入居しない学生の参加も可能とし10名
（うち入居学生７名）で活動、定例会をオンライン化
・大学生が２チーム制に移行し、商店街活性化チームはコミュニティカフェの
　ランチイベントを実施（10月、12月、３月）、アートチームは地域のアーティストと
　連携してイベントを実施（11月、3月）
・NPO法人オールさこんやまが大学生と連携し、よこはま夢ファンドを活用した寄付活動を
　展開し財源を確保

【実施内容】
・事業誘致の展開、ヨコハマSDGｓデザインセンターとの連携、省エネ行動の促進、
　環境への取組等の検討（６/２～）
・地域主体のシティプロモーションに向けた魅力発信のツールづくり
・旭区SDGｓ特設サイトを活用し、企業等の提案を公募する仕組みの立ち上げ

【予算：1,500千円　決算：1,463千円　差引：37千円　執行率97.5％】 

【予算：5,000千円　決算：4,862千円　差引：138千円　執行率：97.2％】 

子育て世帯の流入促進につなげるため、若葉台団
地における中古住宅流通に関するオンラインセミ
ナーを開催。60名が視聴（令和３年３月）

コロナ禍で活動報告会を
Facebookでオンライン配信
し、400回近い視聴があった
（令和３年３月末時点）
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Ⅷ　旭区で企画する主な区配事業

Ⅷ-2 元気な地域づくり推進事業（市民局）

（１）きらっとあさひ地域支援事業（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）

（２）旭区元気な地域づくり推進事業（区政推進課）

（３）区民利用施設職員研修事業（地域振興課）

●地区担当制
・責任職がそれぞれ地区を担当し、協働による地域づくりを目指します。
・４月に全責任職に向けて研修を実施。地区担当連絡会を原則として毎月開催。
●タウンミーティング
・地域課題について、地域と行政がともに考え、協働するため、17年度から継続して
　実施。２年度は、参加人数を制限し、３地区で開催。
●あさひコーディネーター派遣事業
・自治会町内会の運営上の課題の解決や活動の活性化などの支援をするため、地区連合
　または自治会町内会を対象とし、コーディネーター(専門家)を派遣します(事例紹介、
　課題整理等)。
・２年度は２地区で実施。（派遣回数：計６回）

・地域福祉の推進、高齢者の居場所づくりなど地域課題の解決に取り組む様々な
　活動団体による新たな取組を支援するため、活動に必要な経費を補助します。
・対象：① ５人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が
　　　　　 新たに区内における地域課題解決に取り組む事業
　　　　　→補助率10分の７を上限に補助金を交付
　　　　② ①かつ自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携、協働して取り組む事業
　　　　　→補助率10分の９を上限に補助金を交付
・補助金上限額：１年目 30万円、２年目 20万円、３年目 10万円
・交付団体間の交流や地域活動への関心を向上させることを狙いとして、交付団体
　による活動発表会（一般公開）を開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響
　により中止し、交付団体の活動を紹介する冊子を区ホームページに掲載。

【予算：802　決算：636　差引：166】

【予算：2,669　決算：2,407　差引：262】【一部中止】

【予算額(A)：4,441千円　決算額(B)：3,711千円　差引(A-B)：730千円　執行率：83.6％】 

【中止】

【実施方法の変更】

・先駆的な取組を実践している地区から講師を招いての講演やグループワークを通して
　地域課題解決の手法を学び合い、自らの地域課題を主体的に捉えて解決するための
  気づきや可能性を広げる機会としました。
・区内にネットワークを有する区社会福祉協議会と区役所が協働で事業に取り組みまし
た。
・開催期間：11月～２月
・参加者：11連合自治会から17名（自治会町内会や地区社協の役員・委嘱委員など、
　　　　　　　　　　　　　　　　参加者は自治会町内会等からの推薦）
・全４講開催（うち第３講はオンライン併用開催）

（４）新あさひみらい塾事業(区政推進課)

・目的：区民利用施設のコーディネート・相談・情報提供力の充実を目指し、市民活動
　　　　活性化の取組みの一環として施設職員のスキル向上を図る
・対象：区民利用施設職員等
・事業の必要性：地域活動団体は担い手不足という課題を抱えており、地域活動に関心が
ある人たちと各種団体とのマッチングの推進が求められています

【予算】：920　決算：668　差引：252】

【予算：50　決算：0　差引：50】
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（７月31日現在）

（単位：千円）

予算額 執行額 執行率（％）

自主企画事業費 103,871 46,948 45.2%

統合事務事業費 51,168 34,166 66.8%

統合事務費 26,675 10,738 40.3%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱にに関する経費など）

24,493 23,428 95.7%

677,823 640,242 94.5%

832,862 721,356 86.6%

（単位：千円）

予算額 執行額 執行率（％）

1,000 0 0.0%

5,046 4,592 91.0%

6,046 4,592 76.0%

※１区だけでは解決できない地域の課題解決に向け、所管局へ事業提案し、区と局が連携して実
施する事業です。

※２市民局及び各所管局の財源を活用して実施します。
（１） 地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業

ＳＤＧｓ未来都市推進プロジェクト事業費：温暖化対策統括本部からの区配

（２） 元気な地域づくり推進事業
元気な地域づくり推進事業費：市民局からの区配

旭区で企画する主な区配事業※２

合　　計

合　　計

令和３年度　旭区個性ある区づくり推進費　執行状況

区　　分

個性ある区づくり推進費

区　　分

区庁舎・区民利用施設管理費

その他事業費

区局連携促進事業※１
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（単位：千円）

予算額 執行額 執行率 課　　名

1 青少年健全育成事業 564 74 13.1% 地域振興課

2 子育て支援情報提供事業 4,309 2,093 48.6% こども家庭支援課

3 子育て・若者支援事業 3,520 1,619 46.0% こども家庭支援課

4 保育所地域子育て支援事業 5,839 3,719 63.7% こども家庭支援課

5 地域福祉保健計画事業 3,216 2,106 65.5% 福祉保健課

6 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 3,203 2,407 75.1% 福祉保健課

7 健康生活支援事業 2,783 1,209 43.4% 福祉保健課

8 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 1,308 31 2.4% 高齢・障害支援課

9 高齢者生きがいづくり支援事業 865 16 1.8% 高齢・障害支援課

10 障害者ネットワーク推進事業 2,326 329 14.1% 高齢・障害支援課

11 ＤＶ対策事業 927 875 94.4% こども家庭支援課

1 災害に強い区づくり事業 11,369 5,934 52.2%
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 4,281 1,549 36.2% 地域振興課

3 交通安全対策事業 5,569 4,647 83.4% 地域振興課

4 安全で安心な食と生活環境支援事業 1,371 339 24.7% 生活衛生課

1 旭区広報事業 3,035 1,792 59.0% 区政推進課

2 区政運営推進費 3,200 1,119 35.0% 区政推進課

3 あさひ魅力発見事業 3,216 736 22.9%
区政推進課
地域振興課

4 商店街振興事業 300 0 0.0% 地域振興課

5 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 722 445 61.6% 地域振興課

6 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業 5,777 3,298 57.1%
区政推進課
地域振興課

7 自治会町内会活動支援事業 3,811 1,397 36.7% 地域振興課

8 旭ふれあい区民まつり 3,300 0 0.0% 地域振興課

9 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 960 193 20.1% 地域振興課

10 街の美化運動事業 540 95 17.6% 地域振興課

11 区民スポーツ事業 3,371 400 11.9% 地域振興課

12 文化芸術による心の豊かさ推進事業 5,792 4,504 77.8% 地域振興課

13 「みなくる」自主事業活動費 1,363 487 35.7% 地域振興課

14 読書活動推進事業 300 0 0.0% 地域振興課

１ 希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 3,100 0 0.0% 区政推進課

2 SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 2,000 980 49.0% 区政推進課

1 チーム旭で進める満足度向上事業 700 99 14.1% 総務課

2 一時託児サービス事業 974 748 76.8% 総務課

3 区民に身近で信頼される区役所事業 9,960 3,708 37.2% 総務課

103,871 46,948 45.2%

Ⅳ　「SDGs未来都市・横浜」郊外部モデルの推進

自

主

企

画

事

業

合　計

事 業 別 一 覧 表

Ⅲ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化によるつながりを推進

事業名

Ⅴ　着実に推進する取組

Ⅰ　安心・健やかな暮らしの推進～地域で支え合い安心して自分らしく暮せるまち～

Ⅱ　安心・健やかな暮らしの推進～安全で安心して暮らせるまち～

（７月31日現在）
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（単位：千円）

予算額 執行額 執行率 課　　名

26,675 10,738 40.3% 総務課

1 広報よこはま　あさひ区版発行事業 9,477 9,024 95.2% 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,057 2,044 99.4% 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,518 1,492 98.3% 地域振興課

4 消費生活推進事業 785 563 71.7% 地域振興課

5 緊急時情報システム運用事業 880 879 99.9% 総務課

6 スポーツ推進委員支援費 4,705 4,705 100.0% 地域振興課

7 青少年指導員事業 3,061 2,971 97.1% 地域振興課

8 学校・家庭・地域連携事業 1,830 1,750 95.6% こども家庭支援課

9 健康づくり月間 180 0 0.0% 福祉保健課

合　計 51,168 34,166 66.8%

予算額 執行額 執行率 課　　名

677,823 640,242 94.5%
総務課

地域振興課
土木事務所

予算額 執行額 執行率 課　　名

郊外部における働く場の創出事業 1,000 0 0.0% 区政推進課

予算額 執行額 執行率 課　　名

1 地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業 3,000 3,892 129.7% 区政推進課

2 元気な地域づくり推進事業 2,046 700 34.2% 区政推進課

5,046 4,592 91.0%

事業名

Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

(1) 統合事務費

事業名

合　計

Ⅸ

旭
区
で
企
画
す
る

主
な
区
配
事
業

Ⅵ

統
合
事
務
事
業
費

(

2

)

統
合
事
業
費

事業名

事業名

Ⅷ

区
局
連
携

事
業
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Ⅰ安心・健やかな暮らしの推進～地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち～

１　青少年団体等活動補助事業【243千円】

・旭区子ども会育成連絡協議会や旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡

会の青少年団体が実施する事業に対し、補助金を交付

２　こども未来発見事業【321千円】

・小学生を対象に自然科学(理科)への興味・関心を高めるため、横浜市立

横浜サイエンスフロンティア高等学校と連携し「サイエンス教室」を開催

（１/29）

・夏休みに小学生向け実験教室

（８/15：新型コロナウイルス感染症のため延期）

・小学生向けプログラミング教室を開催（11/20）

・こども未来発見事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

旭区子ども会育成連絡協議会　育成者研修会の様子（６/１）

指標目標に
対する達成
状 況

・各教室の開催に向け準備中。

事 業 達 成
指標・目標

事 業 内 容

事 業 概 要
　青少年団体が行う青少年の健全育成を目的に実施する事業を援助します。ま
た、小学生向けに科学体験イベントを実施します。

Ⅰ―１ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

564 千円 74 千円 13.1%

青少年健全育成事業
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１　子育て支援情報ＰＲ事業【1,200千円】

・旭区子育てガイドブック「とことこ」を作成し、こんにちは赤ちゃん訪問や

　転入手続の際に配付

・母子手帳交付時から、成長の節目ごとに、子ども・家庭支援相談の周知用

　リーフレットやグッズを配付

２　乳幼児健診における育児講座(のびのび広場事業)【2,159千円】

・ 乳幼児健診の待ち時間を活用し、食事や歯磨きなど発達に合せた講座

　（のびのび広場事業）を実施（４か月、１歳６か月、３歳児健診）

・令和２年７月から集団講座から個別相談に変更し実施

・乳幼児健康診査事業（こども青少年局）

乳幼児の心身の発達状況を確認し、早期に適切な支援を行う

ため、区役所及び医療機関において健診を実施します。

３　タブレット利用情報提供【432千円】

・お客様のニーズに合った情報を提供するため、窓口や家庭訪問時に

 　タブレットを活用して、本市がインターネットで提供する最新の子育て

　情報等を参照しながら、きめ細かに案内

４　こんにちは赤ちゃん訪問記念品事業　【518千円】

・赤ちゃんの生まれた家庭をお祝いするために、こんにちは赤ちゃん訪問時に

　あさひくんグッズやベビークーポン券をプレゼント

・こんにちは赤ちゃん訪問事業（こども青少年局）

地域の訪問員が生後４か月までの赤ちゃんのいる全家庭を

訪問し、子育てに関する情報提供などを行い、子育てを

応援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・子育てガイドブック配付　5,000部
・子ども・家庭相談リーフレット配付　6,000枚
・乳幼児健診における育児講座　83回　・お客様へのニーズに合った情報の提
供、案内　・こんにちは赤ちゃん訪問記念品、ベビークーポン配付　1,600個

48.6%

事 業 概 要
　妊娠期からの「親育ち」や他者との繋がりのなかで安心して子育てができるよ
う、気軽に子育ての相談ができる窓口や地域における子育て資源の情報を様々な
方法により提供します。

事 業 内 容

関連する主
な区配事業

指標目標に対
する達成状況

・子育てガイドブック配付　配付中
・子ども・家庭相談リーフレット配付　配付中
・乳幼児健診における育児講座　28回　・お客様へのニーズに合った情報の提
供、案内　・こんにちは赤ちゃん訪問記念品、ベビークーポン配付　配付中

関連する主
な区配事業

Ⅰ－２ こども家庭支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

4,309 千円 2,093 千円

子育て支援情報提供事業
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１　妊娠期支援事業【352千円】

(1)妊娠・出産マイカレンダー（子育て世代包括支援センターモデル事業）

・妊娠～出産、産後がイメージできるよう妊娠・出産マイカレンダーを作成

面接時に配付、妊婦が安心して出産・養育できるよう個別支援を実施

(2)両親（母親）教室

・父親の積極的な育児参加を図るため、沐浴体験や育児講座等を行う両親教

室を、年４回土曜日に開催

・母親（両親）教室(こども青少年局)

妊娠期の生活、子育てに必要な知識や技術の習得及び地域の

仲間づくりを促進するために必要な支援を行います。

令和３年４月から、旭区での教室についてオンラインで配信

しています。

２　地域育児（赤ちゃん）教室【1,066千円】

・第１子の養育者を対象に、地域における仲間づくりの場の提供や子どもとの

関わりなどを学習する教室を開催

３　 発達障害児等支援事業【746千円】

・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、子どもの

視点に立った関わり方や親子関係の築き方について講座を開催

・自立支援協議会との協働により、発達支援事業所の案内パンフレットを作成

４　児童虐待予防事業　【487千円】

(1) 親エール事業

・子育てを応援するため、一番悩みの多い幼児期のコミュニケーションや

しつけに関するリーフレットを作成・配付し、子育て世代の支援を実施

(2) 養育支援教室（アンダンテ）

・育児不安を抱える養育者を対象に、リラクゼーションのためのヨガや

グループミ―ティングを行い育児不安の解消を図り、適切な育児ができる

よう支援する教室を実施

(3) ベビーマッサージ教室

・強い育児不安など養育支援が必要な親子を対象に、ベビーマッサージを

通して乳児早期から養育者と児の絆形成を支援する教室を実施

・ファミリーサポートクラス(こども青少年局)

育児不安を抱える保護者等を対象に、カウンセラー等を

交えてグループミーティングを実施し、育児不安の解消

を図り、養育支援を行います。

Ⅰ－３ こども家庭支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,520 千円 1,619 千円

子育て・若者支援事業

46.0%

事 業 概 要

　地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで様々
な悩みや不安をしっかりと受け止め、地域で子育て支援者などと連携により、
個々のニーズに沿った支援を進めます。また、困難を抱える若者の社会参加しや
すい環境づくりにも取り組みます。

事 業 内 容

関連する主
な区配事業

関連する局
事業
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５　子育て支援連絡会【249千円】

・区民と関係機関・行政との協働により、安全に安心して子育てができる街づ

　くりを目指し、地域の支援者の子育て支援力を高めるための講演会や支援者

　の学習会を子育て支援連絡会主催で開催

６　ひとり親家庭相談支援事業【500千円】

・ひとり親世帯を対象に、児童扶養手当現況届及び母子父子寡婦福祉資金貸付

　の申請受付時に、子どもの教育など家庭全般についての相談を相談員(社会

　福祉職)を配置して実施

７　困難を抱える若者支援事業【120千円】

・ひきこもり等の困難を抱える若者の将来的な社会参加・就労に向け、西部

　ユースプラザ、福祉施設や地域団体等と連携し、地域・ボランティア活動

　等への参加によって社会の中での人々とのコミュニケーションや役割を担

　うことを体験することで、社会参加や就労への意欲を醸成

区役所において、ひきこもり等の困難を抱える専門相談を

実施（月２回）

・ひきこもり等の若者支援セミナー・相談会（９/10）

支援につながっていない若者や家族に対する相談のきっかけ

づくりや、地域住民がひきこもり等の若者の理解を深める

ことを目的として、セミナー兼相談会を実施

指標目標に対
する達成状況

・両親(母親)教室　　　１回　29人
・地域育児教室　　39回　427人    ・発達障害児等支援事業　４回　25人
・ベビーマッサージ教室　４回  32人　　・養育支援教室　４回　18人

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・両親(母親)教室　　　４回　120人
・地域育児教室　　112回　1,500人    ・発達障害児等支援事業　９回　100人
・ベビーマッサージ教室　８回  120人　　・養育支援教室　12回　80人

Ⅰ－３ こども家庭支援課

・ひきこもり等の困難を抱える若者の専門相談

事 業 内 容

関連する局
事業

（こども青少年局）

（こども青少年局）

子育て・若者支援事業
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１　保育所を活用した養育支援強化事業 【2,152千円】

 (1) 臨床心理士配置による養育支援事業

・区内私立保育施設等での臨床心理士の相談支援や研修を実施

　（平成30年度から、市立保育所への派遣は、こども青少年局の事業として、

　全市で統一的に展開）

 (2) 保育士への全体研修事業

・児童虐待の専門家（※）による保育士対象の研修を実施（６/14）

　集合研修だけでなくオンライン配信も実施（６/28～７/16）

当日参加 26人、動画再生 271回　

研修テーマ「コロナ禍の生活における保育支援について」

※子どもの虹情報研修センター　研究部長　増沢高氏

・保育臨床の専門家（※）による保育士対象の研修を実施（11/９）

　集合研修だけでなくオンライン配信も実施

　※白百合心理・社会福祉研究所　所長　青木紀久代氏

・区内保育所で相談支援を行う臨床心理士による研修を実施

　オンライン配信で開催

・保育所への臨床心理士派遣事業（こども青少年局）

臨床心理士を保育所に派遣し、保育所職員に対する保護者

対応や支援のあり方についての相談・助言を行います。

２　保育のひろば事業 【840千円】

・区内保育所等が連携して遊びや食育、保育施設の紹介等を行う子育て応援

　イベント「あさひ子育て保育園ひろば」を実施（10月実施、旭公会堂）

　また、区内４エリアでミニ保育園ひろばを実施

※上記内容は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止し、下記内容を実施予定

・感染拡大防止のため、区ホームページにて、保育・教育施設の紹介

　パネル展及び各施設が撮影した子育て支援動画を配信

事 業 概 要
　保育所が様々なニーズをもつ保護者を受け止め、支えながら、安心して地域で子
育てができる場となるよう、臨床心理士の配置による相談支援や地域との連携、区
内保育所連携強化に取り組みます。

事 業 内 容

Ⅰ－４ こども家庭支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

5,839 千円 3,719 千円 63.7%

関連する
局事業

保育所地域子育て支援事業
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※以下の３から４の事業については市立保育所で実施

３　地域交流事業【1,590千円】

 (1) 食育推進

　家庭で子育てをしている保護者を対象に、離乳食や食事、おやつを手作りす

ることの大切さを伝える食育講座や園の給食を有料で提供するランチ交流を

実施

 (2) 図書の貸出

　地域の乳幼児がいる親子を対象に、絵本の貸し出しや家庭での読み聞かせの

大切さや楽しさを伝える取組を実施

 (3) 交流スペースの提供

　園の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行う親子

の居場所づくりを進める

 (4) みんなのまちの保育園応援隊

　地域の方が保育園でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びや

ものづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施

４　新　保育園ネットワーク環境整備事業【1,257千円】

  コロナ禍においても公立保育園と民間保育園等の連携・協力を推進でき

るよう、タブレット端末等を活用したオンラインによる会議や研修を実施し、

保育の質の向上や地域の子育て支援の充実を図る

市立保育所を中心とした保育資源ネットワークを構築し、

保育の質の向上と地域子育て支援の充実を図ります。

民間の保育施設等において地域の親子に向けたイベント

等を実施し、交流を通じた子育て支援を行います。

指標目標に対
する達成状況

・臨床心理士配置による養育支援事業　保育士等対象の研修実施　１回
・保育のひろば事業　38施設が参加予定
・交流スペースの提供　週５日
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数　74人

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・臨床心理士配置による養育支援事業　保育士等対象の研修実施　３回
・保育のひろば事業　区ホームページにて、保育・教育施設の紹介パネル展及び
　各施設が撮影した子育て支援動画を配信（12月）
・交流スペースの提供　週５日
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数　80人
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性もあ
ります。

Ⅰ－４ こども家庭支援課

事 業 内 容

関連する主
な区配事業

・市立保育所を活用した保育資源ネットワーク（こども青少年局）

・認定こども園及び保育所地域子育て支援事業（こども青少年局）

保育所地域子育て支援事業
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１　地域福祉保健計画推進・普及啓発事業 【2,541千円】

・計画の認知度向上を図るため周知用リーフレット及び地区別版の全戸配

布の実施、広報紙への掲載、普及啓発に係る企画等

・きらっとあさひ地区連絡会（年１回：10月）、地区別支援チーム研修

（２回：５/25・26、10月）の実施

・地区活動者向け研修会の開催（年１回）

２　地域福祉保健推進会議（９/１） 【298千円】

・旭区の保健・医療・福祉等の関係団体等との連携強化を図るために開催

・地域福祉保健施策の総合的な推進のため、関係団体等から意見聴取、

情報交換

３　きらっとあさひ福祉大会（２/11） 【377千円】

・地域福祉保健計画推進の取組内容の紹介や、地域福祉保健活動の啓発

・社会福祉功労者（団体）への顕彰

・第４期区計画の公表

 ・第４期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）

・きらっとあさひ福祉大会での地域福祉保健計画の取組の情報共有・発信

指標目標に
対する達成

状況
10月公表に向け準備中

事 業 達 成
指標・目標

事 業 概 要

「地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち旭区」を目指し、区民・事
業者・行政・社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が協働し、第４期旭区地域福
祉保健計画（計画期間：令和３年度～令和７年度）の推進・普及啓発に取り組
みます。

事 業 内 容

（啓発用リーフレット・19地区別計画　約91,000部作成・各戸配布）

・令和３年10月に、第４期旭区地域福祉保健計画（全域計画、地区別計

画）を公表

Ⅰ－５ 福祉保健課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,216 千円 2,106 千円 65.5%

地域福祉保健計画事業
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１ジュニアボランティア体験事業～民生委員とともに～【2,244千円】

２　民生委員活動支援事業【959千円】

・主任児童委員PRイベント（ゆかいなコンサート）

旭区主任児童委員連絡会に補助金を交付、区内未就学児、保護者などが

参加するコンサートの開催（10/29（金））

・民生委員制度普及啓発

地域住民の理解を深めるため、区民まつりへの参加やパネル展等の実施

　自治会町内会及び連合町内会へ普及啓発チラシ等を配布

地域の見守り活動等を行う民生委員・児童委員に対し、

　活動費を支給します。

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業

（健康福祉局）

本市が保有する在宅で75歳以上のひとり暮らし高齢者等の

情報を民生委員、地域包括支援センターに提供し、訪問等

を通じて地域の見守り活動等につなげられるよう取り組み

ます。

指標目標に
対する達成
状 況

・ジュニアボランティア参加者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により目標
を下回った。

事 業 内 容

事 業 達 成
指標・目標

・ジュニアボランティア参加者数　　　　 　　　　　　300人
・経験者交流会　　　　　　　　　　　　　　　  各地区１回
・子育て世代が親子で楽しめる機会の提供　　　　　　年１回
＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性があります。

事 業 概 要
ジュニアボランティア体験事業など、民生委員の活動を支援することにより、地域
のつながりづくりを推進します。また、活動内容や制度が地域住民に広く理解され
るよう普及啓発を行います。

・旭区民生委員児童委員協議会に補助金を交付、区内小学５、６年生から募集
　したジュニアボランティアが、民生委員とともに各種福祉活動、赤い羽根共
　同募金活動、地域の行事等に参加
・事業20周年を契機に、旭区全地区のジュニアボランティアを対象とした体験
　会の開催によるボランティア活動の一層の充実
　
　【開始時期】平成12年度
　【３年度参加者数】160人
  【累計参加者数】5,205人
　・ジュニアボランティア20周年記念講演会　７/６（火）　旭公会堂
　・ジュニアボランティア就任式
　　　　７/30（金）旭区民文化センター　サンハート
　・体験発表会の開催　12/５（日）　旭公会堂
　・参加者全員の体験感想文集の発行（950部、３月）
　・地区ごとに経験者を対象とした交流会を開催（３月まで）

・民生委員・児童委員事業（健康福祉局）

関連する
主な区配

事業

Ⅰ－６ 福祉保健課 

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,203 千円 2,407 千円 75.1%

 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業
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※新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえて感染防止対策を考慮した方法での事業実施

１　ウォーキングフレンズ事業【461千円】

　・子育て世代の女性や運動習慣のない方に対しウォーキング等の健康づくり

　　の啓発を実施するための人材育成とその活動の推進

２　健康づくり環境整備【195千円】

　・運動習慣醸成のため健康アドバイス等を記載したプレートを講座等で活用

３　働き・子育て世代の健康応援事業【812千円】

　・健康づくり団体連絡会のメンバーと、「健康カレンダー」を作成

　・健康カレンダーを地域の子育て世代に対し配布。ホームページ等へその

　　データを掲載していく。（～12月）

４　親子歯みがき教室【651千円】

　・９か月（上２本生え揃った頃）から14か月の乳幼児とその保護者を対象に

　　虫歯予防の講話、歯みがき実習、保護者のむし歯菌検査を実施（年12回）

５　歯周病予防教室【155千円】

　・成人・高齢者を対象に歯周病予防講話、歯みがき実習、舌体操を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７/１、29　２回実施）

６　保健活動推進員による禁煙推進・受動喫煙防止活動【228千円】

　・新型コロナウイルス感染症の感染防止に留意しながら、保健活動推進員を

　　中心に地区活動の中で実施

７　おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【281千円】

　・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進するため、

　　ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施

Ⅰ－７ 福祉保健課 

執 行 額
予算額 執行額 執行率

2,783 千円 1,209 千円

 健康生活支援事業

指標目標に
対する達成
状 況

・感染対策を考慮した方法で生活習慣病予防、口腔衛生、食育等の各種教室を実施
・保健活動推進員と連携した禁煙に関する啓発を実施（６月）

事 業 達 成
指標・目標

・ウォーキング等の運動習慣・啓発の実施
・感染対策を考慮した方法で生活習慣病予防、口腔衛生、食育の啓発を実施
・保健活動推進員と連携して禁煙に関する啓発を実施

43.4%

事 業 概 要
　区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など生活習慣病の
予防への取組みを推進します。特に20～40代の働き・子育て世代の健康づくりを推進
し、50年後も健康でいられる区民を一人でも多く増やします。

事 業 内 容

関連する主
な区配事業

　市民の健康づくり推進事業（健康福祉局）

　乳幼児期から高齢期まで健康の維持増進事業を展開しま
す。特に子育て世代に禁煙・食育・運動習慣醸成活動を行
います。例）両親教室での受動喫煙防止、体力測定、離乳
食教室など
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１　地域活動の推進【308千円】

昨年度、平成23年から取り組んできた「認知症をみんなで支えるまち」

事業の振り返りを行い、新たな取組み目標として「啓発」「居場所」

「連携」「若年認知症支援」を設定しました。地域支援連絡会で周知

するとともに、事業化に向け、関係機関と連携し、具体的な取組の検討　

を進めます。

・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（７/８）オンライン開催

構成員：警察、民生委員、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、

薬剤師会、ケアマネジャー、地域ケアプラザ、認知症の家族会、

医療機関、徘徊SOSネットワークシステム協賛店、発見協力機関等

・徘徊SOSネットワークシステム活用の充実

２　啓発活動の展開【1,000千円】

・旭区医師会と認知症疾患医療センターと旭区役所が考えた勉強会

（11月11日実施予定）

・啓発活動　　キャラバンメイトや認知症サポーターと協力した対応模擬

訓練の実施（感染症対策の一環で動画を作成し商店街等に貸出）

・啓発アルツハイマーデー（９/21）にちなんだ啓発活動

・認知症支援事業（健康福祉局）

専門医により、簡易診断や家族指導、高齢者保健福祉相談

（もの忘れ相談）を実施します。

・もの忘れ検診事業（医療機関委託）

・地域で支える介護者支援事業（健康福祉局）

認知症への理解を促進する普及啓発事業を実施します。

・地域づくり型介護予防事業（健康福祉局）

元気づくりステーション事業、地域リハビリテーション

活動支援等を実施します。

認知症をみんなでささえるまちづくり事業

　コロナ禍による外出制限が続く中、高齢者の身体機能の低下や認知症の進行、介
護者の負担の増加が危惧されます。
　コロナ禍の中、認知症の人や家族が安心して暮らせるよう、関係機関と連携し、
高齢者の孤立化を防ぐなど地域支援を進め、認知症に対する正しい知識・理解の普
及を促進します。

事 業 内 容

関連する
主な区配
事業

事 業 達 成
指標・目標

・地域支援連絡会　年１回開催
・若年認知症支援や居場所づくり等の課題解決に向けた事業化の検討実施

事 業 概 要

Ⅰ－８ 高齢・障害支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,308 千円 31 千円 2.4%

指標目標に
対する達成
状 況

・地域支援連絡会　１回（７/８　オンライン開催）
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１ 　老人クラブ支援事業【813千円】

・旭区老人クラブ連合会と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

・オンラインでの講演会等開催など、実施方法を工夫【拡充】

・「かがやきクラブ旭」の愛称ＰＲと会員数増の取組を推進

・３年度共催事業　９回実施予定

【事業スケジュール】

２　友愛活動員支援事業【52千円】

・研修会等の開催により、友愛活動員の友愛活動を支援

指標目標に
対する達成
状 況

・共催事業開催数　１回（７/15）

高齢者生きがいづくり支援事業

事 業 達 成
指標・目標

・共催事業開催数　９回
・オンラインでの講演会等の実施
・老人クラブ新規加入者数　900人

10月 囲碁・将棋大会

12月 単位クラブ役員研修会

１月 会長研修会

２月
ことぶき大学

趣味の作品展

３月 いきいき活動慰安大会

事 業 概 要
　高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができるよう、
老人クラブ・友愛活動への支援を行うことにより、地域高齢者福祉の推進を図
ります。

事 業 内 容

７月 健康を進める運動講演会（７/15）

８月 友愛活動員研修会（中止）

９月 輪投げ大会（９/22予定）

Ⅰー９ 高齢・障害支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

865 千円 16 千円 1.8%

拡
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１　関係機関連携強化・社会参加支援事業【815千円】

・旭区ふれあいスポーツ大会を開催

（旭区ふれあいスポーツ協議会へ補助金交付）

精神障害者の所属する事業所や団体を対象としたスポーツ大会

６/７（ボッチャ体験会）、10/25（ボッチャ）

・精神科嘱託医派遣

地域ケアプラザと連携して、地域に精神科嘱託医を派遣し、精神障害の

ある方の個別相談や支援者向けの事例検討会等に参加し、適切な助言

指導等を６回実施

・２年度に改訂した旭区障がいサポートガイド「みんなで暮らそう

旭区」（区内の障害事業所等の活動内容を紹介する冊子）の増刷

２　　普及啓発事業【1,511千円】

・旭区精神保健福祉セミナーを開催（２月）

精神障害当事者の体験発表と有識者による講演会の２部構成

主催：旭区役所、共に歩む市民の会

※オンライン開催の運営委託、配信用動画編集・作成等について実施予定

・地域精神保健福祉講座（年２回）

精神障害について地域の関係者や支援者向けの普及啓発を実施

・障害者施設健康増進出前講座（年５回）

障害者施設で、通所している障害者や施設職員を対象に、栄養、口腔衛生

についてなど、健康増進のための講座を実施

・障害者施策の推進（健康福祉局）

各区で地域・区民を対象に｢障害者に対する理解を深める｣

研修・啓発を実施します。

・精神保健福祉対策事業（健康福祉局）

精神障害者向けの生活教室や個別相談等を実施します。

Ⅰ－10 高齢・障害支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

2,326 千円 329 千円 14.1%

障害者ネットワーク推進事業

指標目標に
対する達成
状 況

・精神科嘱託医派遣　２回（５/26、７/28）

　精神障害のある方が、地域で安心して暮らせるように、関係機関との連携強
化や社会参加支援への取組を行うとともに、地域に精神科嘱託医を派遣して、
個別相談や支援者への助言指導等を行います。また、障害に対する理解を深め
る普及啓発の取組として、セミナーや支援者向けの研修を行います。

事 業 内 容

関連する
主な区配
事業

事 業 達 成
指標・目標

・精神保健福祉セミナーの申込件数　　300件
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計60人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 ５施設で実施
・精神科嘱託医派遣　６回実施

事 業 概 要

拡
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ＤＶ対策事業【927千円】

・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律

　相談を実施（月１回、年12回）

・ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

　心理士による個別カウンセリングを実施（月１回、年12回）

Ⅰ－11 こども家庭支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

927 千円 875 千円 94.4%

ＤＶ対策事業

事 業 概 要
　女性弁護士によるＤＶ法律相談を月１回実施し、離婚や親権など法律的問題の
解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを月１回実施し、
心理的ケアを行うことで、ＤＶ被害女性の尊厳の回復や精神的自立に繋げます。

事 業 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ＤＶ被害者に対し、法律的解決や心理的ケアなどの相談を行い、関係機関と
　連携して自立につなげる。

指標目標に対
する達成状況

・ＤＶ被害者に対し、迅速な予約相談を実施し、関係機関へ適切に連携し自立支
援を実施
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Ⅱ　安全・健やかな暮らしの推進～安全で安心して暮らせるまち～

１　防災訓練事業（総務課）【380千円】

・地区連合が主催し実施する防災訓練への支援

実施時期：６月～11月頃

訓練を実施した地区連合に各20,000円

２　　　防災活動事業（総務課）【8,323千円】

・身近で小規模な単位での安否確認訓練を、コロナ禍においても継続

するため、「旭区ご近助マニュアル」を活用した訓練実施を促進する

ほか、訓練資機材を拡充し自治会町内会単位の防災訓練の実施を支援

（訓練支援：通年　資機材拡充：５月　マニュアル増刷：７月）

・地域防災拠点において避難所運営の支援を行う職員の初動体制を確立

するため、職員が携行する防災バッグ等必要物品を整備（９月）

・区役所災害対策物品等の購入、地域防災拠点備蓄資機材の修繕（随時）

区庁舎用AEDのリース、緊急地震速報機器のリース等（随時）

・公用携帯電話をスマートフォンへ切り替え、情報伝達手段の強化（７月）

【参考】｢広報よこはま あさひ区版９月号｣にて防災に係る特集記事を掲載予定

３　防災講演会（総務課）【159千円】

・新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、区民を対象とした防災意識

向上及び最新防災情報の提供

実施時期：３/４　　実施場所：旭公会堂

４　災害ボランティア連絡会補助事業（総務課）【150千円】

・災害ボランティア連絡会の活動に対する補助金の交付

・地域防災拠点運営委員会における災害ボランティア受入要領ＤＶＤの活用

活動内容：災害ボランティア受入れ能力向上のための研修開催等

補助金交付時期：７月

５　  帷子川未改修区間カメラ管理事業（総務課）【1,570千円】

・ 河川改修途中の帷子川流域設置のWEB監視カメラ（１か所）の維持管理

・ 通信回線の切り替え工事（３Ｇ回線をＬＴＥ回線に切り替え）

設置箇所：帷子川・大栗橋付近

・地域防災力向上事業（総務局）

地域防災力向上のため、区地域防災拠点運営委員会連絡協議
会に対する防災訓練等の経費補助や、町の防災組織に対する
自主防災活動の経費補助を行います。

52.2%

Ⅱ－１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

11,369 千円 5,934 千円

事 業 概 要
　地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の向上を目的
に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報受伝達の円滑、迅速な
体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。

事 業 内 容

・区の「災害に強い人・地域」をつくる取組に対する予算配付（総務局）

　区民の自助・共助を啓発する取組、町の防災組織や学校など
  が行う防災・減災行動を支援する取組に対し予算配付します。

関連する主
な区配事業

拡

拡
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６　 災害時医療事業（福祉保健課）【647千円】

・医療救護隊巡回診療用資器材の整備

・区内医療関係団体、災害拠点病院、その他関係機関等による連絡会議の開催

　（年１回）、及び訓練の実施

７　 福祉避難所開設・運営支援事業（高齢・障害支援課）【140千円】

・初動対応訓練及び開設・運営訓練への支援

・福祉避難所に関する区民向け広報啓発

高齢者や障害者等の自力避難が困難な方々(災害時要援護者)

の安否確認や避難支援等が円滑に行われるよう、日頃から

の地域の自主的な支え合いの取組を支援します。

指標目標に対
する達成状況

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　２回（８/18時点）
・福祉避難所連絡会の開催　１回（第１回９/７開催）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　56回
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施　　　１回
・災害時医療関係施設開設状況報告訓練の実施　年１回
・福祉避難所連絡会の開催　　　　　　　　２回

Ⅱ-１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

事 業 内 容

・福祉避難所連絡会開催　２回（第１回は９/７開催）

関連する主
な区配事業

【担当：高齢・障害支援課、福祉保健課】

・災害時要援護者支援事業（健康福祉局）
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１　安全安心啓発事業　【261千円】

・あさひ安全安心フェアの実施（９/30　旭公会堂）

※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ開催検討中

・地域防犯活動支援事業（市民局）

地域の防犯活動に対する支援を行うため、啓発用の物品

の製作・配布を行います。

２　地域防犯推進事業【3,110千円】

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金の交付

（防犯活動費に対し１／２補助　上限あり）

連合自治会町内会（上限）50,000円

自治会町内会　　（上限）20,000円

　・振り込め詐欺対策電話機等購入費補助金の交付

（機器購入費に対し３／４補助　上限あり）

広報よこはま６月号、

７月号特集記事に掲載

予約件数　132件

(７/31現在)

・防犯灯維持管理事業（市民局）

　自治会町内会所有の防犯灯維持管理のため、維持管理に

かかる費用を補助します。

３　こども安全安心事業【910千円】

・こども110番の家・車事業（110番の家実行委員会への補助金を交付）

・区内小学校の新入生に防犯ブザーを配布（約2,100個）

製作：２月、配布：４月

Ⅱ－２ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

4,281 千円 1,549 千円

地域安全安心普及推進事業 

指標目標に
対する達成
状 況

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
　連合・単会あわせて26団体(７月末時点)
・子ども110番の家　1,454軒、車1,267台（７月末時点）

事 業 達 成
指標・目標

36.2%

事 業 概 要

　防犯・防災・交通安全が一体となった安全・安心意識啓発事業を行うととも
に、自主防犯活動団体への支援を行い、「自らのまちは自ら守る」意識を高
め、安全で安心なまちづくりを推進する地域防犯推進事業を行います。また、
子どもたちの安全確保のため、区内各所に子ども110番の家・車を指定し、新
小学１年生への防犯ブザー配布により、犯罪予防に活用するこども安全安心事
業を行います。

事 業 内 容

関連する
主な区配
事業

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
　連合・単会あわせて50団体以上／256団体
・子ども110番の家　1,550軒以上、車1,200台以上

関連する
主な区配
事業

(功労者表彰 防災・防犯・交通安全・美化）

拡 (暴力追放

キャンペーンの様子)

（振り込め詐欺対策用電話機）

この電話は振り込め詐

欺防止のため録音され

ます。
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１ 高齢者交通安全対策事業【471千円】

・旭区交通安全シルバーリーダー連絡協議会代表者会議開催

（８/30（中止）、11/26）

※９月以降実施予定の各活動については、新型コロナウイルス感染症の

拡大状況を踏まえ実施の可否を検討中。

・旭区全体研修会開催(５月)※中止

・交通安全キャンペーンへの参加（４/６、７/12、９月、12月）

・シルバーリーダー養成研修会の実施（11/９）

・交通安全教室（スケアードストレイト）の実施（11月）

２ スクールゾーン対策事業【4,730千円】

・対策協議会への助成

・対策協議会で要望が出された項目への対応

路面表示の新設、更新    

注意を喚起する標識（蛍光幕・固定バンド）の配付

・旭区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配付

・交通安全教室の充実（使用物品の更新）

３　違法駐車追放等対策事業【368千円】

・違法駐車追放等地区協議会への助成

・自転車マナーアップ事業（道路局）

駅周辺に自転車等放置防止監視員を配置し、駐輪場への誘導、

安全等適正利用への指導啓発を行います。

・スケアードストレイト方式による交通安全教室（道路局）

区内の中学校でプロのスタントマンが実際に起きた交通事故の

模様などを再現して事故の怖さを実感する交通安全教室を実施

します。

事 業 概 要
　旭区内の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、高齢者交通安全対
策、スクールゾーン対策及び違法駐車追放対策を実施します。

Ⅱ－３ 地域振興課 

執 行 額
予算額 執行額 執行率

5,569 千円 4,647 千円 83.4%

交通安全対策事業 

事 業 内 容

・交通弱者（高齢者・子ども）に重点を置いた人身事故件数の減
・道路交通法改正の趣旨の周知による交通安全思想の普及

関連す
る主な
区配事
業

指標目標に
対する達成
状 況

・交通弱者事故　旭警察署管内　３年１月から６月末：高齢者77件（▲４）

こども21件（▲１）（２年同期：高齢者83件．こども22件）
・交通安全キャンペーン実施（４/６・７/12）

事 業 達 成
指標・目標

(夏の交通安全運動の様子）

(ランドセルカバー）
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１　食の安全安心サポート事業【351千円】

・新型コロナウイルス感染症予防や食中毒予防のための衛生講習会実施

（９月～11月）

・一般区民向けに感染症及び食中毒予防と手洗いの重要性を啓発（10月～）

・新しい生活様式やガイドラインに対応した店舗運営等の啓発（10月～）

二酸化炭素計を用いた換気状況調査、ルミテスターの活用等

２ 新  飼い主のいない猫対策事業【826千円】

・飼い主のいない猫の問題解決のために活動するボランティアの育成(通年)

・猫侵入防止機器の貸し出し(通年)

・ボランティアのTNR＊活動に対する支援(通年)

＊TNR：飼い主のいない猫の繁殖を抑え、自然淘汰で数を減らして

行くことを目的に、捕獲(Trap)し、不妊去勢手術(Neuter)

し、元のテリトリーに戻す(Return)こと。

３　災害時ペット対策等啓発事業【60千円】

・啓発DVDや災害時ペット対策展示物を活用したペット同行避難

訓練の支援　（５拠点）（通年）

・狂犬病予防注射集合会場等での啓発チラシの配布（中止）

・ペットの飼い主へのマナー向上の啓発（通年）

４　ハチ駆除サポート事業【134千円】

・ハチ駆除講習会の実施（中止）

・ハチ駆除ボランティア連絡会の実施（実施方法変更）

　　※実施方法を変更し、郵送にて実施した

・高齢者等へのハチ駆除支援（通年）

Ⅱ－4 生活衛生課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,371 千円 339 千円 24.7%

 安全で安心な食と生活環境支援事業

・小規模飲食店等にHACCPの考え方に基づく衛生管理導入支援（通年）

・改正食品衛生法の周知及びそれに基づく手続きの啓発（６月～）

事 業 概 要

事 業 内 容

指 標目 標に
対 する 達成
状 況

・HACCPの考え方に基づく衛生管理ができている店舗数（560店舗）
・TNR実施地域（町内会単位）（７地域）
・ハチ駆除講習会（中止）
・ハチ駆除ボランティア連絡会（方法変更し実施）

事 業 達 成
指 標・ 目標

・HACCPの考え方に基づく衛生管理ができている店舗数（500店舗）
・TNR実施地域（町内会単位）（10地域）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（５拠点）
・ハチ駆除講習会（１回）
・ハチ駆除ボランティア連絡会（２回）

　安全で安心な食と生活環境づくりのため、新型コロナウイルス感染症対策を
踏まえた飲食店や食事ボランティア等への衛生対策啓発を行います。また、飼
い主のいない猫についてTNR活動を推進していきます。そのほか、災害時に備え
たペット同行避難等の支援や飼い主への啓発を実施します。
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Ⅲ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化によるつながりを推進

１　Web広報事業【1,154千円】

・「広報よこはま あさひ区版」WEB版、旭区役所ツイッターに市・区等の

行政情報を掲載

・区役所全体の広報力・発信力の強化を図るため、職員研修の開催や

撮影機材の整備

２　旭区便利帖さんさんガイド発行事業【1,881千円】

・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため「旭区便利帖

さんさんガイド」を２年分20,000部作成（隔年発行）

・４年３月に発行予定

59.0%

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・広報研修を年３回実施 ・ツイッターを１日１投稿
・区役所、二俣川駅行政サービスコーナー、区内地区センターで20,000部配布

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

指標目標に対
する達成状況

・ツイッター１日平均１投稿
・広報力アップ研修の実施（４/28）

事 業 内 容

Ⅲ－１ 区政推進課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,035 千円 1,792 千円

旭区広報事業
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１　区運営方針の広報等【775千円】

２　まちづくり調整（総合行政の推進）【2,425千円】

〇ＳＤＧｓの理解促進・情報発信の取組

・

〇慶應義塾大学ＳＦＣ研究所ヘルス・ランニングデザイン・ラボとの連携

指標目標に
対する達成
状 況

・広報あさひ区版６月号において、運営方針及び区内主要事業紹介を掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約100,000部発行
・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月
・地区連合定例会等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合

事 業 達 成
指標・目標

・広報あさひ区版６月号において、運営方針及び区内主要事業紹介を掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約100,000部発行
・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月～６月
・地区連合定例会等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合
・ＳＤＧｓ特設サイトにおいて記事や小冊子等を掲載　通年
・ＳＤＧｓ啓発の実施

35.0%

事 業 概 要
　区が取り組んでいく事業等について、運営方針・主要事業としてまとめ、区
民の皆様へ情報提供を行います。また、各施策・事業を円滑に進めるため、関
係機関との調整を行います。

事 業 内 容

関連事業
ＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【2,000千円】

旭区におけるＳＤＧｓの視点による地域課題の解決に向けた取組につい
て、慶應義塾大学ＳＦＣ研究所ヘルス・ランニングデザイン・ラボと連
携して旭区のSDGｓを推進

〇運営方針・主要事業について、広報あさひ区版や区ホームページへの
　掲載、地域での説明等による周知・広報

企業、大学、NPOなど、新たなパートナーとのマッチングを促進するた
め、ＳＤＧｓ特設サイトを活用し、地域課題の解決にチャレンジする実
践者（団体）の取組を紹介する記事や小冊子等を作成。また、団体によ
る取組の輪を広げるため、各団体のTwitter等を活用してＳＤＧｓへの
貢献をＰＲ。

郊外部の強みである地域人材を活用するため、地域で活躍している団体
や個人を把握し、連携によるまちの魅力向上を検討（6/18～）

Ⅲ－２ 区政推進課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,200 千円 1,119 千円

区政運営推進費
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１　あさひの逸品事業（区政推進課、地域振興課）【1,240千円】

・「あさひの逸品」のＰＲ

　あさひの逸品キャンペーンの実施、区ホームページの活用

　あさひの逸品紹介冊子の改定

２　旭区魅力・ライフスタイル等発信事業（区政推進課）【500千円】

相鉄都心直通化やコロナ禍による郊外部への注目度の高まりを機に、

主に子育て世代の転入・定住人口の獲得を目指し区の魅力を発信。

・相鉄沿線４区で制作した動画を各種媒体でＰＲ。

・令和３年２月に発行・配布をした旭区ウェルカムガイド

「ASAHI Style」の効果検証を実施。

【参考】

・こども自然公園の魅力向上に向けたパークマネジメントプラン策定

の検討（Park-ＰＦＩなどの公民連携手法の検討を含む）

３　　　あさひのつながり応援補助金

　　　（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【600千円】

・地域課題の解決に向けて、トライアルで事業を立ち上げようとする

　地域活動団体に対し、補助金を交付

・活動の検討段階から伴走支援することで、気軽に地域活動を

　スタートし、より身近な地域でつながりづくりや支え合いの取組が

　広がることを目指す。

４　横浜国際園芸博覧会へ向けた機運醸成【50千円】

・横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会（令和３年７月１日設立）

を支援し、機運醸成の取組を実施。

事 業 内 容

あさひ魅力発見事業

事 業 概 要

　「あさひの逸品」認定商品のＰＲ、文化・観光スポットの整備・発信を
行うことで、旭区の魅力発見や愛着度向上及び経済活性化を目指します。
　また、相鉄・東急直通を見据え、主に子育て世代に向けた区の魅力発信
を実施し、定住人口の獲得を目指すとともに、地域のつながりづくりの取
組を支援します。

Ⅲ－３
区政推進課
地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,216 千円 736 千円 22.9%

・７月末時点４事業交付決定済み

花植え、カフェの開催等を通した地域のつながりづくり

新

ウェルカムガイド
「ASAHI Style」

新新
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５　あさひ文化観光資源発信事業（地域振興課）【416千円】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースで「新・あさひ散歩」掲載コースを

中心に実施

　(1)史跡・標柱

　標柱に設置したQRコード（令和元年度から設置）からより詳しい

　史跡情報、区内見どころを発信できるようにホームページ等を充実

※QRコード整備予定：17か所

・新規標柱の設置、既存標柱の修繕

新規標柱設置必要箇所の調査及び設置

既存標柱の経年劣化等による修繕必要箇所の調査及び修繕

　(2)ウォーキング事業

　・あさひ散歩ウォーキングマップ作成支援

　・毎月１回開催(７､８月は休み)：年３回実施(12月まで中止を決定済)

　(３)「畠山重忠公」魅力発信事業

・若年層への啓発や区民利用施設での重忠関連の資料展示により

若年層の郷土愛への醸成と区内外への旭区の魅力をPRする。

６　旭区グリーンロードの管理等（地域振興課）【410千円】

・案内サイン維持管理（書き換え、台帳整備等）

実施予定：塗装10か所、貼替10か所、清掃10か所

指標目標に
対する達成
状 況

・ウォーキング事業は年内の中止を決定（１、２、３月は検討中）

あさひ魅力発見事業

事 業 達 成
指標・目標

・あさひの逸品キャンペーンの実施
・プロモーションツールの作成
・標柱QRコード設置完了
・ウォーキング事業を実施
・重忠公関連事業の実施

Ⅲ－３
区政推進課
地域振興課

事 業 内 容

（矢畑・越し巻きの標柱の様子）
拡⼤写真
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１　広報事業【300千円】

 

２　その他

・区内商店が区民まつりに出店

商店街振興事業 

指標目標に
対する達成
状 況

商店街PR動画の視聴数1,502回(７月末時点)

Ⅲ－４ 地域振興課 

執 行 額
予算額 執行額 執行率

300 千円 0 千円

・商店街PR動画を区ホームページ等で配信

事 業 達 成
指標・目標

0.0%

事 業 概 要

商店街PR動画の視聴数1,000回以上

　旭区の商店街を区民や来街者に広く周知し、商店街振興を推進します。

事 業 内 容

・区内の商店街の場所、特長、イベント情報の紹介と、「あさひの逸
品」の紹介をあわせた冊子を改訂

関連する
主な区配

事業

・横浜市商店街活性化イベント助成事業（経済局）

横浜市内の商店街が実施する地域の賑わいを創出する
イベントを支援するため、一部費用を助成します。

冊⼦「もぐもぐあさひの逸品わく
わく商店街」(H30年度改訂版)

旭ふれあい区⺠まつり
あさひの逸品店舗の販売

商店街PR動画
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１　地場野菜直売イベント【72千円】

２　地場野菜の収穫体験イベント【82千円】

３　農業体験事業【568千円】

地産地消を推進するため、地域の情報発信及びＰＲ活動の

経費を配付します。

市の⼟地を利⽤した畑の様⼦

・区内農産物を周知するため、窓口・イベント等で直売所マップを配布

事 業 内 容

　・毎月第４木曜日に区役所１階や区民利用施設にて、旭区で採れた新鮮な野
　　菜を販売する「あさひの朝市」を実施　（８月は中止）
     区民利用施設での開催日
　　　６月（希望が丘地区センター）、10月・１月（開催場所調整中）

　・親子で手軽に旭区の農業に触れ、農業を身近に感じる機会を提供する
    ため、年に２回(７月・12月) 「旭ふれあい収穫祭」を実施。
　  協力：都岡地区恵みの里（荒天により７月中止）

　・野菜作りの初心者を対象に、畑の土づくり・
   種のまき方・肥料 のやり方など、年間を通
   して本格的な野菜づくりを体験できる事業を
   市の土地を利用して実施.
  ・体験者数12組＊抽選
    広報よこはまで募集。４月～12月体験期間。
　　夏野菜と冬野菜を体験。

関連する
主な区配

事業

・身近に農を感じる地産地消の推進事業（環境創造局）

旭区の「農」の魅力ＰＲ事業

指標目標に
対する達成
状 況

・地場野菜直売イベントの開催　６月希望が丘地区センターで開催
・地場野菜の収穫体験　収穫祭～夏～（荒天により中止）

Ⅲ－５ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

722 千円 445 千円

事 業 達 成
指標・目標

61.6%

事 業 概 要
　区庁舎での地場野菜販売、地場野菜の収穫体験イベント、土づくりから栽
培・収穫まで一通り体験ができる農業体験事業を通じて、区内農業を区民に広
く周知し、地産地消を推進します。

・地場野菜直売イベントの開催
・参加者アンケートによる満足度80%以上

あさひの朝市(希望が丘地区センター）
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１　ホタルの舞う里づくり（区政推進課）【280千円】

・専門家の指導のもとホタルの飼育、学習会、鑑賞会、幼虫の放流会等

【２年度実績】

※本事業としての開始年度

２　ふるさとの川環境学習（区政推進課）【320千円】

・区内小学校の５年生（６校）を対象に、帷子川と環境をテーマとした

　学習会を地域のNPOや企業と協働で実施。

・３年度は、事前撮影した映像を使用し、オンラインで実施。

【実績】

・帷子川の生き物の水槽展示（区役所１階）

３　温暖化対策推進（区政推進課）【705千円】

・「楽しくお家でエコ！実践講座」の講義動画を旭区ホームページ上で

動画配信

・旭区地球温暖化対策・３Ｒ夢推進協議会の実施（書面開催）

【参考】主な温暖化対策取組実績

・公用車としてFCV（燃料電池自動車）、EV（電気自動車）を使用

・ '19横浜旭ジャズまつりや相鉄ロックオンミュージック2019で

ＥＶを電源供給として使用

・太陽光パネルの設置

鶴ケ峰地域ケアプラザ、笹野台地域ケアプラザ、旧若葉台西中学校等

対象人数 約600人 約480人 約430人 約400人 約300人 約350人

事 業 概 要
水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策に貢献する暮らしを
推進して、「ふるさと旭」の魅力を高めます。また花いっぱい事業を通して魅
力あるきれいな街づくりを推進します。

事 業 内 容

を実施。２年度から新たに旭北地区で実施。

5実施校数 6 6

実施年度 27年度

ゲンジ 有

実施地区

区政推進課
地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

5,777 千円 3,298 千円 57.1%

Ⅲ－６  水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業

実施主体 ※開始時期 ホタルの種類 飛翔の有無

旭北
旭北地区連合自治会、上白根町内
会、上白根小学校 令和２年

元年度

57

２年度30年度

5

28年度 29年度
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４　緑のカーテンづくり推進（区政推進課）【632千円】

・区民の参加を促進するために、栽培手順を記載した資料と苗を、新型

コロナウイルス感染症拡大防止に配慮した形で配布

・民間保育園、幼稚園、認定こども園における緑のカーテン用資材の提供

・市立保育園・小中学校での緑の創出・育成事業(環境創造局)

市立小・中学校に緑のカーテン用資材を提供

・公共施設・公有地での緑の創出・育成事業（環境創造局）

旭区総合庁舎へ緑のカーテンを設置

５　花いっぱい事業（地域振興課）【3,840千円】

・自治会町内会等に対し、年２回花苗を配付（６/13、12月）

※12月の配布については、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、検討中。

・配付した花苗を活用し、意欲的に地域課題の解決に取り組んでいる自治会

　町内会等を表彰

・区役所・空閑地や公園等の緑化を推進（年２回植え替え）

自治会町内会等への花苗配布の様子 区役所花壇の手入れの様子

・街の美化運動事業【540千円】

・クリーンタウン横浜事業【1,518千円】

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]における緑化推進事業

公共施設・公有地での緑の育成

・ホタルの自生を目指す地区　２地区
・帷子川環境学習を実施　５校
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の実施　６回
・緑のカーテン栽培資材配布　１回
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　30園

関連事業

指標目標に
対する達成
状 況

・ホタルの自生を目指す地区　１地区
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の動画公開　１本
・緑のカーテン栽培資材配布　１回
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　38園

 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業Ⅲ－６
区政推進課
地域振興課

事 業 達 成
指標・目標

関連す
る主な
区配事

業

事 業 内 容

関連する主
な区配事業

（環境創造局）
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１　地域活動のつどい【180千円】

・自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象に功労者を決定

・各連合自治会町内会長より推薦され対象となった方へ感謝状と記念品を贈呈

・３年度は例年通り12月の区連会開催日に表彰式を実施予定

２　自治会町内会長感謝会【1,126千円】

・10年以上の会長は、市長表彰

・年度末の市長表彰式後に実施

３  自治会町内会への依頼物品配送【2,105千円】

・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に配送

４　加入促進のＰＲ【400千円】

自治会町内会が行う公益的な事務・事業に要する経費の

一部を補助します。

自治会・町内会館の整備に関する費用の一部を補助

します。

指標目標に対
する達成状況

・現況届提出済み213団体／236団体（７/31現在）

自治会町内会活動支援事業Ⅲ－７ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,811 千円 1,397 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・自治会町内会活動の活性化
・自治会町内会との円滑な連携関係の形成

36.7%

事 業 概 要

　一定の地域に住む住民によって組織され、住民相互の親睦や地域の諸課題を一
緒に解決し、明るく住みやすい街づくりを目指す自主的民主的な任意団体である
自治会町内会との円滑な連携関係の構築を図るとともに、自治会町内会活動のPR
等を通じた活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。

事 業 内 容

・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年
  在職者を表彰

・リニューアルした加入促進チラシ等による自治会町内会への加入促進

関連する主
な区配事業

・地域活動推進費（市民局）

・自治会町内会館整備費補助事業（市民局）

(転入者向け加入促進チラシ）

(３年３月10日 旭区自治会町内会長表彰式)

(未加入者向け加入促進グッズ)
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　　旭ふれあい区民まつり【3,300千円】

「ASAHIオンラインフェスティバル2020」として開催

・協賛金：42団体

・出演団体

団体発表出演団体：39団体

団体ＰＲ出演団体：42団体

リモート合唱出演団体：45組

商店街PR動画出演団体：６団体

指標目標に
対する達成
状 況

実施に向けて調整中

旭ふれあい区民まつりⅢ－８ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,300 千円 0 千円

【２年度実績】

事 業 達 成
指標・目標

・来場者数　7,000人以上
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性が
あります。

例年実施：他都市物産展、模擬店コーナー、
体験コーナー、フリーマーケット、リサイクルフェア、
屋外ステージ、あさひくんコーナー、団体ＰＲコーナー等

0.0%

なお、開催時期・方法については、今後の感染状況等を踏まえ改めて検討。

事 業 概 要
　旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、区民や公益的団体の活動ＰＲの場を提供
し、区民とのふれあいや旭区の魅力の発信、ふるさと意識の高揚をはかります。

事 業 内 容

・10/10　開催

・旭ふれあい区民まつり実行委員会に対し、補助金を交付

場所：旭公会堂、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車場等

・２年度は12/18から12/26にWEB上で

「Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2021」との連携

（団体発表） （団体PR）

関連する主
な区配事業

　内容：ステージイベント(８月広報よこはまで募集)、健康フェ
ア、区内産農産物販売、ミニ商店街、重忠コーナー等

「Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2021」（文化観光
局）

・動画総視聴数 277,741回
(フェスティバル期間13,036回)

※緊急事態宣言の発令を踏まえ、10/10の開催は実行委員会で見送りと決定。

32 



１　着ぐるみや画像データの貸出事業【220千円】

２　普及啓発物品作成事業【740千円】

事 業 概 要

　旭区マスコットキャラクター「あさひくん」を通じ、区民が旭区に愛着
を持ち、旭区と区民のつながりを深めるとともに地域の活性化、旭区の魅
力を再発見していただくきっかけづくりとなるよう、「あさひくん」を活
用します。
また、「あさひくん」を区内外に広め、旭区の魅力発信の一端を担うとと
もに、旭区への関心の高まりに寄与します。

事 業 内 容

Ⅲ－９ 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

960 千円 193 千円

「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業

20.1%

・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出を実施
・着ぐるみ修繕及びクリーニングを実施

・「あさひくん」を活用した普及啓発
　（広報よこはま旭区版への「あさひくん４コマ漫画」掲載）　年５回
・貸出　年間80件（画像　60件、着ぐるみ　20件）
※新型コロナウイルス感染症対策を講じた貸出を実施(着ぐるみは貸出制限を
設定中）

【参考】３年度の事業状況

・「あさひくん」を区内外に広めるための啓発を実施。
・新規イラスト作成を支援
・ホームページ等での情報発信
・各種啓発実施のため、広報よこはま旭区版への「あさひくん４コマ
　漫画」掲載
・啓発物品等の作成、配布

指標目標に
対する達成
状 況

・広報よこはま旭区版へのあさひくん４コマ漫画掲載　１回
・貸出　図形　６件、着ぐるみ　２件
※新型コロナウイルス感染症対策を講じた貸出を実施(着ぐるみは貸出制限を
設定中）

事 業 達 成
指標・目標

広報よこはま旭区版（７月号）「あさひくん４コマ漫画」
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１　街の美化清掃【158千円】

・街の美化推進功労者表彰

あさひ安全・安心フェアにおいて、町の美化活動に寄与した個人・

団体を表彰（９/30）

※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ開催検討中

・鶴ヶ峰（鶴ヶ峰駅～旭区役所）地区周辺を各月１回地元

町内会、商店街、区役所職員が協働で早朝清掃を実施

２　不法投棄防止対策事業【328千円】

・不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの作製

及び配布

・夜間（21:00～５:00）に不法投棄されないよう、不法投棄の連絡が多い

地区において委託業者によるパトロールを実施（１月～２月）

・不法投棄警報装置維持・管理

警報装置により、夜間の不法投棄者に対して警告を実施

３　土壌混合法普及啓発事業【54千円】

・区役所・公共施設・イベント等で土壌混合法講習会を開催するほか、

要望に応じて出張講習会も開催

※３年度は新型コロナウィルスの影響で４月に行ったのみ（８月現在）

・花いっぱい事業【3,840千円】

(水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業）

・クリーンタウン横浜事業【1,518千円】

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業（資源循環局）

・落書き防止活動支援事業（市民局）

落書き対策のため、消去用物品の貸出を実施

Ⅲ－10 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

540 千円 95 千円

街の美化運動事業

17.6%

３Ｒ夢啓発のため、広報活動及び啓発物品の配布を実施

事 業 達 成
指標・目標

指標目標に
対する達成
状 況

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動や不法投棄防止対策を実施す
ることで、清潔できれいな街づくりを推進します。

事 業 内 容

関連事業

関連する主
な区配事業

・地域と協働した清掃活動の実施　22回

・まん延防止等重点措置期間経過の後、緊急事態宣言発出のため未実施

34



１  旭区民スポーツ祭事業【2,400千円】

・旭区民スポーツ祭実行委員会に事業補助金を交付

・連合地区対抗で10種目を競う旭区独自の総合スポーツ競技大会

・各地区で予選を行い（地区大会）、地区代表チームで区大会を開催

・区内各地で区内の小学生から高齢者までを対象

地域のつながりを生むことや無観客での

２　スポーツ協会事業【400千円】　

・旭区スポーツ協会（13部により構成）に

  補助金を交付し、活動を支援

・各種競技会の企画・運営・実施

・審判・指導者研修会やスポーツ教室を実施

３　旭区大なわとび大会事業【353千円】

・旭区大なわとび大会実行委員会に事業補助金を交付

・各地区で予選を行い、旭スポーツセンターにて大会開催【中止】

※７/27 旭区大なわとび大会実行委員会にて中止を決定

４　その他事務費【218千円】

　・新型コロナウイルス感染症対策として、アルコールやフェイスシールド

等を購入

区民スポーツ事業 

事 業 達 成
指標・目標

11.9%

スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及び地域の
連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域の活性化を図りま
す。各種事業はスポーツ推進委員を中心に、地域や旭区スポーツ協会などの関
係団体と連携して運営される、地域に定着したイベントです。

・旭区民スポーツ祭参加者総数　 10,000人
・旭区大なわとび大会参加者総数　　 1,650人
  ＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性もあ
ります。

・スポーツ祭参加の「楽しさ」を共有し、

実施も想定し、公開用の記録映像を制作

事 業 概 要

事 業 内 容

Ⅲ－11 地域振興課 

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,371 千円 400 千円

指標目標に
対する達成
状 況

・旭区民スポーツ祭の実施について調整中（競技種目を10種目から３種目）
・旭区大なわとび大会：中止

※新型コロナウイルス感染防止を考慮し、

開催時期を延期し、競技種目について再度検討。

(「旭区民スポーツ祭」の様子)

(「旭区大なわとび大会」の様子)
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１　文化芸術活動支援事業　【2,022千円】

旭区内で実施される文化芸術イベントを支援

・対象事業を公募し、審査を経て支援対象となった事業へ、補助金交付、

・新たな賑わいと文化の創出のため、新規団体向け支援を実施

２　横浜旭ジャズまつり支援事業　【2,000千円】

・実行委員会議へ参加し、企画・運営支援、補助金交付等を実施

※新型コロナウイルス感染症の影響により１年間再延期（３年度開催見送り）

第30回　来場者数約1,600人　　出演者数約400人

３　旭区文化振興会事業　【1,770千円】

・３年度で41回目を迎える旭区民文化祭を実施（12→９事業実施予定）

　（開催期間：10/21～11/28）

※緊急事態宣言の発令を踏まえ、文化振興会において開催内容検討中

・文化事業総来場者数　20,000人

Ⅲ－12  地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

5,792 千円 4,504 千円

文化芸術による心の豊かさ推進事業

指標目標に
対する達成
状 況

事 業 達 成
指標・目標

77.8%

事 業 概 要
　旭区民に身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の実現を図るため、
適切な感染症対策を行い、文化芸術活動支援事業、横浜旭ジャズまつり支援事
業及び旭区文化振興会事業を実施します。

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる

（参考）

可能性があります。

広報支援等を実施。　（３年度支援対象：10事業）

事 業 内 容

・文化事業総来場者数　281人（２事業）　（７月末時点）
・横浜旭ジャズまつり　再延期

第30回横浜旭ジャズまつりの様⼦（令和元年７⽉）
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　拡　市民活動支援センター事業【1,363千円】

・団体活動の発展や向上を目指した自主事業の実施

・３年度自主事業

①人材発掘・育成に関する事業

②登録団体支援に関する事業

③人材バンク支援に関する事業

④旭区内区民利用施設の連携に関する事業

⑤認知度向上に関する事業

・主な自主企画講座

①区民利用施設職員研修会

（７/７、29、８/18《新型コロナウイルス感染症のため延期》）

②シニア向けインターネット活用講座　（７/16、27、８/２）（延べ56人、倍率3.8）

③アドバイザー研修会　（10/11《延期調整中》）

④40歳からのゆとりあるクオリティーライフ　（10/８、14、22、29《延期調整中》）

⑤シニアのためのいきいき未来講座　（11/７、14、28、12/５、12《延期調整中》）

アドバイザー研修会及び自主企画講座の講師として活躍の場を提供

区民利用施設職員研修会の開催

ギャラリーコーナー開設、案内サイン設置

Ⅲ－13 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,363 千円 487 千円

「みなくる」自主事業活動費

指標目標に
対する達成
状 況

・シニア向けインターネット活用講座参加者満足度
　第１回：81.8%　第２回：83.3%　第３回：66.7%

事 業 達 成
指標・目標

35.7%

事 業 概 要
　区民の自主的な市民活動・生涯学習活動を支援するため、旭区市民活動支援セ
ンター「みなくる」は、地域に根ざした運営を目指し、区民の様々な要望に応え
ながら、活動の拠点としての役割を果たしていきます。

事 業 内 容

・アンケート等による各自主事業参加者満足度80％以上

高齢者のためのインターネット活用講座のほか自主企画講座の実施

関連する
主な区配

事業

・市民活動支援センターの機能強化の取組み（市民局市民協働推進課）

市民活動支援センターの「コーディネート機能の強化」に関する取組
を支援するため経費を配付します。

７／７区民利用施設研修会の様子 ７/16インターネット活用講座の様子

・市民活動・生涯学習に係る相談や団体活動支援に向けた機材貸出し、研修室等の提供

　登録団体名簿の作成及び研修会実施
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１　旭区中学生ビブリオバトル大会【105千円】

元年度に初めて開催したビブリオバトルの第２回大会を11月に予定。

区内公私立中学校の在校生や区内在住の中学生を対象とし、読書を

通した交流を図る。

（ビブリオバトルは、「人を通して本を知る。本を通して人を知る」を

キャッチコピーに広がっている、本の紹介コミュニケーションゲーム）

２　読書活動推進講演会及び講座【55千円】

読書にちなんだ講演会や講座を実施することで、区民の読書活動に対して

啓発・支援を行う。

・最首　悟（さいしゅ　さとる）氏講演会 

講演名「やまゆり園事件」について考えたこと   

講演内容を録画し、10月上旬に配信予定

３　読書活動推進事業【140千円】

元年度に改定した旭区読書活動推進目標に沿った事業を進める。

・読書活動推進のためのパンフレット等の増刷

・読書好きの集まる交流会やワークショップを11月に実施予定

・絵本で子育て支援（区内の公共施設に絵本を配本し、ボランティア

　によるお話し会を開催。配本数は調整中）を11月に実施予定

・旭区中学生ビブリオバトル大会への区内全中学校の参加

・旭区読書活動推進目標の推進

・旭区中学生ビブリオバトル大会実施について調整中

・絵本で子育て支援の配本数については、調整中

指標目標に
対する達成
状 況

 読書活動推進事業Ⅲ－14 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

300 千円 0 千円

事 業 達 成
指標・目標

0.0%

事 業 概 要
　区役所・図書館・学校・読書関連施設が連携し、幅広い世代の区民の読書活
動の推進を図ります。さらに、読書活動団体と協働し、イベント等を実施する
ことで読書に親しみ、読書を楽しむ機会を拡大します。

事 業 内 容
第１回 旭区中学生ビブリオバトル大会の様子（令和元年11月30日）
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Ⅳ　「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」郊外部モデルの推進

１　まちづくりに関する検討　　【3,100千円】

【これまでの経緯】

・連合自治会を中心に、まちの将来像を検討

・地域課題の解決を目指す駅周辺の地権者による検討会に自治会関係者

　の参加を誘導し、まちづくりコーディネーターを派遣

・地域の活動団体の調査

【３年度実施内容】

・新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえつつ、より多くの方が参加

できるワークショップを実施し、まちの将来像の実現に向けた具体的

な取組を検討

・地権者による検討会については、「地域まちづくりグループ※」

（都市整備局）への登録に向けた支援

※地域まちづくりグループに登録することで、まちづくりの活動

について地域の方々に周知されることや活動費の助成などの支援を

都市整備局から受けることができる

・地域が主体となって検討を進める将来像と取組（構想）の検討

・地権者を中心とした検討会のまちづくりグループへの登録

・地域が主体となって検討を進める将来像と取組（構想）を検討中

・まちづくりグループの登録に向けて、勉強会や検討を実施

指標目標に
対する達成
状 況

希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 区政推進課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,100 千円 0 千円

Ⅳ－１

事 業 達 成
指標・目標

0.0%

事 業 概 要

　相鉄・JR直通線開業や国際園芸博覧会の開催など、周辺のまちづくりの大き
な動向を踏まえ、これまで具体的な動きのなかった希望ヶ丘駅周辺のまちづく
りを進めます。地域における課題解決やまちの魅力向上に向けて、地域が主体
となって進める取組を支援します。

事 業 内 容
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１　まちづくり方針の具体化【1,000千円】

これまでの取組成果（まちづくりの方針の検討・策定、推進体制の整備等）

を踏まえて、持続可能なまちづくりに向けて地域主体の取組を

推進します。

【実施内容】

・若葉台団地・左近山団地

新たなまちの魅力に繋がる団地再生の取組に参画する住民や事業者を

増やすため、クリエイターや地域関係者とともに広報冊子を作成（12月）

・ひかりが丘団地・西ひかりが丘団地

地域福祉保健計画の具体化を支援する専門家派遣予定

２　学校跡地の活用等【1,000千円】

学校跡地については、民間活力による後利用を図っていきます。その際、

地域活動の拠点機能を誘導し、地域主体による団地再生の取組の持続化

を目指します。

【実施内容】

・若葉台団地において学校跡地の活用を検討

【参考】

・左近山小高小学校跡地は、２年度に決定した活用の方向性を踏まえ、

　校舎解体設計に着手し事業を所管する局が公募に向けて検討

・ひかりが丘小学校跡地は、元年度に旭区が取りまとめた地域ニーズを

　３年３月に地元説明会を実施、財政局が公募を検討

・まちづくりの取組や体制整備、情報発信の充実

 ・まちづくりの取組や体制整備に関する地域との打ち合わせの実施

（４/23、７/16）

指標目標に
対する達成
状 況

事 業 達 成
指標・目標

49.0%

旭区の大規模団地再生において地域との協働で進めているまちづくり方針の具
体化や学校跡地活用の検討を更に推進し、事業の最終年度として、地域主体の
まちづくりとして自立することを目指します。

事 業 概 要

事 業 内 容

Ⅳ－2 区政推進課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

2,000 千円 980 千円

SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業
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Ⅴ　着実に推進する取組

１　ＣＳ向上事業【500千円】

(1)人権啓発研修

・人権啓発指導者研修（責任職対象）、職員人権啓発研修（職員対象）

・人権啓発講演会（区民及び職員対象）は、実施可否を今後検討。

(2)応対スキルアップ研修

・異動職員等を主な対象とし、挨拶や話し方といった外部講師による

　基礎的な応対マナーの向上を図る研修を実施

・職員の応対力向上のため、希望する全職員を対象にクレーム対応

　研修等の職員の応対レベルに合わせた多様な研修を実施

【参考】２年度取組状況

新型コロナウイルス感染症予防の観点からグループワーク等を避け、

講義型研修やYoutube限定配信等、実施方法を工夫したうえで開催。

２　ＥＳ向上事業【200千円】

・庁内の公募・推薦により集まった職員で構成する旭区改革推進委員会

　が、新型コロナウイルス感染症予防対策を考慮した上で活動を実施

・委員会の活動により、職員同士が課を越えて知識や親睦を深め、業務

　の円滑化につなげるとともに、現状に則した業務改善等を目指す。

【参考】令和２年度取組状況

他課職員との交流、業務改善が前提である改革推進委員会は、新型

コロナウイルス感染症予防を鑑み、中止。

　ICT活用を中心とした若手による新たな手法について、課を超えて共有

するプロジェクト「若手による新たなスタイル創造PJ」へ転換し実施。

事 業 概 要

　お客様満足度（ＣＳ）及び職員満足度（ＥＳ）を向上させることを目的に、
職員を対象とした人権啓発研修及び応対マナー研修を開催します。
　また、現場意見を生かした職場環境及び事務改善の取組を、公募・推薦で集
まった庁内横断プロジェクトメンバーにより実施します。

事 業 内 容

・基礎的な応対マナー（異動者対象）の開催、対象者の９割以上の参加
・改革推進委員会の事業により、「よい影響があった」及び「ややよい影響が
　あった」と感じる職員の割合が８割以上（アンケート調査による評価）

指標目標に
対する達成
状 況

・応対マナー研修の開催（８/３、４）
・改革推進委員会　５／21発足、企画進行中

事 業 達 成
指標・目標

Ⅴ-1 総務課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

700 千円 99 千円 14.1%

 チーム旭で進める満足度向上事業
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一時託児サービス事業【974千円】

（１）開室時期

・毎日開室…８月、11月、１月、３月

※乳幼児健診実施日のみ開室に変更の可能性あり。

・乳幼児健診実施日のみ開室…４月、５月、６月、７月、９月、

10月、12月、２月

（２）開室時間

・午前開室日：８時45分～12時15分

・午後開室日：12時15分～15時45分

・１日開室日：８時45分～15時45分

※こども青少年局からの区配予算を加えて実施

 Ⅴ－２ 総務課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

974 千円 748 千円 76.8%

一時託児サービス事業

（一時託児で使用されるおもちゃ）

事 業 内 容

指標目標に対
する達成状況

毎月、新型コロナウイルス感染症の動向及び利用者数の推移を踏まえ、開室日程
や従事者の人数を調整している。

事 業 概 要
　区役所に来庁する乳幼児を伴った区民が、安心して乳幼児健診や行政相談、各
種手続きが行えるよう、保育協力者による乳幼児一時預かりを、旭区役所庁舎内
の託児室「ぱおぱおるーむ」において実施します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・行政手続きを効率的に行えるよう、乳幼児及び従事者の健康に配慮し、新型コ
ロナウイルス感染症対策を十分に講じた上での安全な運営

（一時託児の様子）
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１　区民ニーズ迅速対応事業【8,960千円】

・来庁者の要望や旭区改革推進委員会からの提言などを受け、早急に取り組む

　べき課題に関して迅速に対応

　【実施内容】

　区民ニーズに応える庁舎の修繕及び環境改善

２ 新 ＩＣＴ環境整備事業【1,000千円】

・新型コロナウイルス感染症予防のために対面での実施が難しくなったセミ

　ナー・イベントの継続を目的として、ＩＣＴ環境を整備

　【実施内容】

　セミナー・イベント等のオンライン形式での開催等に向けた環境整備

・区庁舎の施設・設備改修による来庁者や職員の満足度の向上　

・お客様からの要望に対して、適切に対応している。

〇　オンライン会議

（４月～７月　100回）

青少年指導委員会、オンライン母親教室、保育園研修、自立支援協議会等

区民に身近で信頼される区役所事業

指標目標に対
する達成状況

Ⅴ－３ 総務課

事 業 概 要

　旭区総合庁舎は竣工してから約50年が経過し、施設の老朽化により、施設・設備の利便
性や快適性に課題が生じています。そこで、庁舎に関するお客様等の要望を受け止め、庁
舎環境の改善やお客様サービスの向上を図ります。また、新型コロナウイルス感染症対策
としてニーズの高まっているオンライン会議等に対応していくため、ICT環境の整備を進
めます。

執行率

37.2%

事 業 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

執 行 額
予算額 執行額

9,960 千円 3,708 千円
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Ⅵ　統合事務事業費

【課別内訳】 （単位：千円）

土木事務所 617 247 土木事務所運営に係る事務費

合　計 26,675 10,738

こども家庭支援課 1,463 172 こども家庭支援課事務費

生活支援課 12,130 3,759 生活支援課事務費

福祉保健課 1,308 809 民生委員・児童委員関係事務費　他

高齢・障害支援課 2,057 576 高齢・障害支援課事務費

973 300 地域振興課・区民利用施設事務費

戸籍課 3,288 1,316 戸籍課事務費

事 業 概 要 　区役所各課の運営に係る事務経費を取りまとめた事務費です。

事 業 内 容

課　名 Ｒ３予算 執行額 主な執行内容

総務課 4,480 3,337 区役所運営に係る事務費　他

区政推進課 359 222 広聴事業等に係る事務費

地域振興課

Ⅵ－(1) 総務課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

26,675 千円 10,738 千円 40.3%

統合事務費
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広報紙発行事業【9,477千円】

　・広報よこはま あさひ区版を毎月発行。自治会・町内会、駅ＰＲボックス

　等を通じて区民に配布

・広報よこはま発行事業（市民局）

広報よこはまの配布を依頼している自治会・町内会などへ

謝金を支払います。

相談事業【2,057千円】

　・弁護士による法律相談を、毎週木曜日、毎月第２・４火曜日、

　奇数月第３火曜日に実施

　・上記のほか、司法書士、税理士、公証人、民事調停相談員、行政書士、

　交通事故相談員、行政相談委員による専門相談を実施（予算執行なし）

【相談枠数】

※過去の実績に基づく見込数

12 18
３年度

予定枠数
462 132 30 44

法律 司法書士 税務 公証

60

Ⅵ－(2)
－１

区政推進課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

9,477 千円 9,024 千円 95.2%

広報よこはま あさひ区版発行事業

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

事 業 内 容
関連する
主な区配
事業

執行額 執行率

事 業 達 成
指標・目標

広報アンケートにて、「読みやすい」などの高評価を継続

Ⅵ－(2)
－２

広聴・相談事業 区政推進課

執 行 額
予算額

指標目標に
対する達成
状 況

広報アンケートは４年１月号で実施予定

指標目標に
対する達成
状 況

相続、婚姻、債務処理等の法的な問題を整理し、解決に向けたアドバイスが得
られる「法律相談」へのニーズは高く、１週間前からの予約受付は、受付開始
日から１～２日で予約受付終了となっています。

民事調停
手続

24

2,057 千円 2,044 千円 99.4%

事 業 概 要 　区民の日常生活の様々な困りごとについての専門相談を開催します。

事 業 内 容

交通事故
　　　※

行政相談
　　　※

事 業 達 成
指標・目標

法律相談等の専門相談を開催することで、多くの区民の不安解消、問題解決に
寄与

行政書士
　　　※
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街の美化清掃【1,518千円】

・ポイ捨て禁止啓発

美化推進重点地区（鶴ヶ峰・二俣川駅周辺）において、清掃業者や

福祉団体等への清掃委託に変更、簡易清掃及び啓発を実施

１　地区活動助成金【616千円】

・旭区内で活動する消費生活推進員の地区活動（16地区）への支援

・各地区活動では、悪徳商法防止に関する啓発講座の開催や地域の見守り

  活動の普及啓発を実施

・環境に配慮した購買活動の推進及び情報誌の発行などの広報活動を実施

２　消費者大学開催費【119千円】

・一般区民に向け、広く関心のあるテーマで啓発講座を年２回実施

（学識経験者や専門家などを講師に招き、区全体を対象とした講座）

輸入食品の安全性と注意点（７/29）

加速するキャッシュレス決済の行方（12/３）

３　委嘱式開催費【50千円】

・消費生活推進員委嘱式を実施（４/15）※２年に１回

・消費生活推進員活動事業（経済局）

横浜市消費生活推進員地区代表の地区活動のまとめ役とし

ての活動費用を補助します。

Ⅵ－(2)
－３

クリーンタウン横浜事業 地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,518 千円 1,492 千円 98.3%

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て禁止啓発を実施
し、清潔できれいな街づくりを推進します。

事 業 内 容

事 業 達 成
指標・目標

関連する主
な区配事業

・清掃活動の実施　230回

地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

指標目標に
対する達成
状 況

順次、各地区で実施中

指標目標に
対する達成
状 況

・清掃活動の実施　55回（２団体）

事 業 内 容

事 業 達 成
指標・目標

旭区内16地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性があります。

785 千円 563 千円 71.7%

事 業 概 要
　消費者トラブルや消費生活の知識を身につけた「消費生活推進員」を委嘱
し、活動への支援や講座の開催等を通じて、区民の知識を深め判断力を養うこ
とにより、「消費者トラブルに遭わない、安全な地域づくり」を推進します。

Ⅵ－(2)
－４

消費生活推進事業
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緊急時情報システム運用事業【880千円】

Ⅵ-(2)
-５

総務課

予算額 執行額 執行率

緊急時情報システム運用事業

指標目標に対
する達成状況

登録件数147件（７月末時点）※当初登録件数78件
試験配信訓練実施（７/13）

99.9%880 千円 879 千円
執 行 額

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区連会等を通じて連長及び自治会町内会長等の登録を促進
・災害発生時等における運用
・試験配信訓練の実施　４回

・四半期に１回程度の配信訓練を実施し、受信・応答操作の習熟を図る。

・平常時には、地域関連情報（区民まつり等大規模イベントの中止など）の発信
に活用する。

事 業 概 要
　台風や集中豪雨等による、がけ崩れや浸水の被害等が予想される場合などにお
いて、一斉に電話を発信できるシステムを運用し、情報受伝達手段の多様化を図
ります。

事 業 内 容

・身近な伝達手段である電話を活用して、メールやインターネット等の未利用者
にも、一斉に情報を伝達することで、情報受伝達の多様化を図る。

・風水害等の災害時に避難勧告などの防災に関する緊急情報を迅速に伝達する。

・必要に応じ、受信者の情報を収集する機能（プッシュボタン）を活用すること
で、災害時の避難行動等の把握を行う。
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スポーツ推進委員事業【4,705千円】

　　協力

　・各地区での運動会の実施等のスポーツ普及や、さわやかスポーツの普及

　　推進

「新しい生活様式」を踏まえた事業展開や連絡協議会の運営を図る

・旭区青少年指導員連絡協議会に事業補助金を交付

・旭区青少年指導員連絡協議会地区会長会議を実施

・青少年向けイベントを開催

旭区こども写生大会(中止）

旭区親子野外自然体験活動（11/６、11/27）

旭区学校音楽祭（放映・オンライン配信）（12/18収録）

・研修会、講習会(10/31）

・あさひ青指だよりを作成（年１回）

社会環境健全化事業【90千円】

・全市一斉統一行動パトロール活動（７/24）、

　全市統一行動キャンペーン活動（未定）、社会環境実態調査（未定）

指標目標に
対する達成
状 況

昨年の実績を踏まえ「親子野外自然体験活動」を２回開催とし、従事体制など
検討中。学校音楽祭参加校募集中。

指標目標に
対する達成
状 況

・旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会の実施について調整中

　スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協
力のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立
案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開しています。
また、各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業について協
力します。

97.1%

事 業 達 成
指標・目標

　青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域と
連携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施します。

青少年指導員事業【2,971千円】

事 業 概 要

事 業 概 要

事 業 内 容

事 業 内 容

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,000人
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性が
あります。

　・旭区スポーツ推進委員連絡協議会に対し事業補助金を交付

事 業 達 成
指標・目標

Ⅵ－(2)
－６

地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

4,705 千円 4,705 千円 100.0%

スポーツ推進委員事業

　・第33期スポーツ推進委員の委嘱（４/13に委嘱式を実施）

　・横浜市スポーツ事業（トライアスロン大会等）への協力

　・区内スポーツ行事(旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会等)の運営及び

・青少年指導員事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

Ⅵ－(2)
－7

地域振興課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

3,061 千円 2,971 千円

青少年指導員事業

（親子野外自然体験

活動(11月)の様子）

（令和２年度）
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学校・家庭・地域連携支援事業【1,830千円】

・学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成のために行う活動に対し

　交付金を交付（対象:中学校区実行委員会12団体、１団体あたり14万円まで）

・各中学校区実行委員会や青少年団体等相互の情報交換を図るため、実践

　交流会を実施

１　健康フェア【180千円】　　　　　　　　　　　

　・区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する

　　情報提供や相談活動を区民まつりに合わせて実施

（10月・区民まつり同日開催）（２年度はパネル展等を実施）

学校・家庭・地域連携事業

指標目標に対
する達成状況

・区内すべての中学校区で学校・家庭・地域連携による青少年の健全育成の活動
　を実施
・中学校区実行委員会による事業実施、実践交流会（１回）検討中

Ⅵ－(2)
－９

福祉保健課

事 業 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区内すべての中学校区で学校・家庭・地域連携による青少年の健全育成の活動
　を実施
・中学校区実行委員会による事業実施、実践交流会（１回）開催
※新型コロナウイルス感染症の影響により実施内容に変更が生じる可能性があり
ます。

事 業 概 要

Ⅵ－(2)
－8

こども家庭支援課

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,830 千円

指標目標に対
する達成状況

・健康フェア実行委員会を書面開催（８月）

事 業 内 容

0.0%

事 業 概 要
旭区と区内の保健・衛生にかかわる団体が連携し、地域に根ざした自発的な健康
づくりを促進することにより、区民の健康づくりを支援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・健康フェア実行委員会による事業実施　健康フェア（１回）開催

執 行 額
予算額

1,750 千円 95.6%

執行額 執行率

180 千円 0 千円

　学校、家庭及び地域が連携し、それぞれが持つ教育機能を発揮することで、次
代を担う青少年が自立心をもち、人間性豊かに育つことを目的とします。

健康づくり月間事業
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Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

　旭区総合庁舎、二俣川行政サービスコーナー、旭区市民活動支援センター、

土木事務所、公会堂、地区センター等旭区内の区民利用施設における管理運営を

行います。

【施設内訳】 （単位：千円）

区庁舎・区民利用施設修繕費 9,945 2,731 区庁舎、土木事務所、各区民利用施設修繕費

合　計 677,823 640,242

504,171
地区センター、こどもログハウス、区民文
化センター、老人福祉センター、コミュニ
ティハウス、区スポーツセンター　他

広場・遊び場 2,070 0 子どもの遊び場、スポーツ広場の運営費

土木事務所管理運営費

公会堂 26,948 19,495 公会堂管理運営費

旭区市民活動支援センター「みなくる」運営費

94.5%

主な執行内容

区庁舎、公用車等運営管理費

行政サービスコーナー 11,122 10,591 二俣川駅行政サービスコーナー運営費

事 業 概 要

事 業 内 容

事業名 Ｒ3予算 執行額

区庁舎等 101,737 93,671

市民活動センター 11,072 4,367

土木事務所 11,000 5,216

地区センター他 503,929

Ⅶ－１
総務課

地域振興課
土木事務所

予 算 額
予算額 執行額 執行率

677,823 千円 640,242 千円

区庁舎・区民利用施設管理費
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【現状と課題】

・高齢化の加速、子育て世代の減少により、地域活力低下への

強い危機感

・新型コロナウイルス感染症拡大によるオフィス環境の変化や

働き方の変化により、郊外部に「働く場」としての新しい

可能性

【３年度実施内容】

・働く場創出に向けて、オフィス設置運営事業者等へのヒアリングや、

事業スキームの検討調査を行います。

９月～12月：調査委託

・事業可能性調査の実施

事 業 概 要
相鉄・ＪＲ直通線や相鉄・東急直通線の開業により、ビジネス機能の立地ニー
ズの高まりが期待されることから、働く場創出に向けた検討を行うことによ
り、今後のビジネス機能の立地誘導につなげていきます。

事 業 内 容

指標目標に
対する達成
状 況

・調査委託開始（９月）

事 業 達 成
指標・目標

Ⅷ－１ 郊外部における働く場の創出事業 新規
区政推進課

（連携局：経済局）

執 行 額
予算額 執行額 執行率

1,000 千円 0 千円 0.0%
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Ⅸ　旭区で企画する主な区配事業

Ⅸー1 地域におけるSDGｓ未来都市の推進事業（温暖化対策統括本部）

【事業概要】

　SDGｓの達成に繋がる具体的な取組の検討及び実施、郊外部の地域と連携した

「SDGｓ未来都市」を体感する取組を実施する温暖化対策統括本部の区配事業です。

　旭区では、若葉台団地や左近山団地において実施してきた、多様なパートナーシップによる

　複合的課題の解決について、地域の主体的な取組として自立することを目指します。

【自立化に向けた取組の経緯】

・県公社やまちづくりセンターとの協働事業に位置付け、フロント事業の体制を整備

・旭区SDGｓ特設サイトを活用し、企業等の提案を公募する仕組みの立ち上げ

・地域主体のシティプロモーションに向けたワークショップや魅力発信のツールづくり

【事業内容】

・子育て世帯の流入促進など事業誘致の展開

・ヨコハマSDGｓデザインセンターとの連携強化

・地域主体のシティプロモーションの仕組み化

・商店街活性化の検討

（２）左近山団地における大学生による地域支援事業【3,000千円】

(予算額のうち区配予算2,000千円、UR負担金1,000千円)

【自立化に向けた取組の経緯】

・団地再生の取組の自立化について市民協働事業を活用して専門家を選定し

提案の実現に向けて地域との協議を実施（計６回実施）

・大学生入居事業についてNPO法人オールさこんやまが大学生と連携し、

よこはま夢ファンドを活用した寄付活動を展開し財源を確保

・大学生の参画を推進する仕組みの検討（横浜国大による全学年対象の実習の実施）

【事業内容】

・NPO法人オールさこんやまと専門家との３者協働によりNPO法人の機能強化のための

専門家の提案を実践（活動の財源となるよこはま夢ファンドの募集を大学生が展開、

地域活動やイベント等に携わる地域人材の募集、情報発信の充実）

・UR都市機構や横浜国立大学との連携や地域に拠点をもつクリエイターへのコーディネートの

委託により、学生発意で行う地域活性化のためのイベント等の実現を支援

※よこはま夢ファンドとは

【予算額：4,000千円　執行額：3,892千円　執行率：97.3％】

（１）若葉台団地におけるSDGｓフロント事業【1,000千円】

(予算額のうち区配予算3,000千円、UR負担金1,000千円)

ふるさと納税制度を使った横浜市の市民活動支援制度。
寄附金は基金に積み立てられ、あらかじめ登録されたNPO法人の公益的活動への助成な
ど、横浜市内で活動する市民活動団体の支援のために活用される

中古住宅を販売する際に自身で買い取り魅力的なリノベー

ションを行うなど、若葉台団地における子育て世帯の流入促

進について協力する事業者を募集。（令和３年７月現在、４

社から提案を受けホームページに掲載）
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　地域活動の担い手不足に対応するため、地域活動を始めるきっかけづくりやつながりづ
くりの機会となる講座を実施し、新たな担い手の掘り起こしを目指します。
・対象：地域活動に関心のある方
・実施方法：先行事例の見学やグループワークを中心とした連続講座

（３）あさひみらい塾事業(区政推進課)【220千円】

Ⅸ-2 元気な地域づくり推進事業（市民局）
【予算額：2,046千円　　執行額：700千円　　執行率：34.2％】

（１）きらっとあさひ地域支援事業（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【1,501千円】

（２）旭区元気な地域づくり推進事業（区政推進課）【325千円】

●地区担当制
・責任職がそれぞれ地区を担当し、協働による地域づくりを目指します。
・４月に全責任職及び転入職員に向けて研修を実施。地区担当連絡会を毎月開催。
●タウンミーティング
・地域課題について、地域と行政がともに考え、協働するため、17年度から継続して
　実施。（２年度は、３地区で開催）
・３年度も、会場の規模に応じて参加人数を調整するなど、新型コロナウイルス感染症
  対策を踏まえたうえで実施します。

・地域福祉の推進、高齢者の居場所づくりなど地域課題の解決に取り組む様々な
　活動団体による新たな取組を支援するため、活動に必要な経費を補助します。
・対象：① ５人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が
　　　　　 新たに区内における地域課題解決に取り組む事業
　　　　　→補助率10分の７を上限に補助金を交付
　　　　② ①かつ自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携、協働して取り組む事業
　　　　　→補助率10分の９を上限に補助金を交付
・補助金上限額：１年目 30万円、２年目 20万円、３年目 10万円
　※３年度から新規募集を行わず、２年目以降の継続団体に交付予定。
・交付団体間の交流や地域活動を行う団体以外の方への情報発信を狙いとして、
  交付団体の活動をホームページにて紹介する。
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～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

あさひくん



資料３ 

 

 

  令和４年度 予算編成に向けて（案） 

区の基本目標 

 

 

 

 新型コロナウィルス感染症により様々な活動に制約が生じ生活様式が変化する中で、「地域で

の支え合い」、「人と人とのつながり」、「地域の力」がより一層重要になってきます。 

 生活の基盤となる安全・安心なまちづくり、地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち

づくり、地域での様々なチャレンジへの支援、そして自然豊かな環境、文化・歴史的な財産など

旭区のさらなる魅力の発信を通じて、「住み続けたい」、「住んでみたい」、「選ばれ続ける『ふる

さと旭』」の実現を目指します。また、事業の推進にあたり「ＳＤＧｓ」の視点を踏まえ、様々な

パートナーとの連携を促進し、複合的な課題の解決にむけて取り組みます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現 

〇町の防災組織（自治会町内会等）の防災力を一層強化し、「共助」の取組の推進 

〇防災・防犯・交通安全対策の推進による安全・安心なまちづくり 

〇身近な地域での見守り・支え合い、つながりづくりの推進 

安全・安心 

〇多様性を認め合い、困ったときに助けを求められる環境づくり 

〇様々なパートナー連携を促進し、複合的な課題の解決 

〇地域で広がる様々なチャレンジやスタートアップの支援を通じた地域活力の創出 

地域の力 

〇水・緑・花に身近に親しめる環境を活かした魅力の発信 

〇旭区ゆかりの武将畠山重忠公をはじめとした文化・歴史的な財産などの魅力発信 

〇転入・定住促進に向けた魅力づくり  

魅力づくり 




